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ははじじめめにに  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

おお願願いい  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

おおここととわわりり  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

おお使使いいににななるる前前にに、、取取扱扱説説明明書書をを必必ずずおお読読みみくくだだささいい。。  

このたびはシシババウウララ乗乗用用リリーールルモモアアをお買い上げいただきありがとうございました。 

この取扱説明書は、本機の取り扱い方法と、使用上の注意事項について記載しています。 

本製品をご使用いただく前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、内容を理解して 

正しくお使いください。 

また、お読みになった後も、この取扱説明書をいつも製品の近くに保存してください。  

  

● この取扱説明書の内容が理解できるまで、本製品をご使用にならないでく

ださい。 

● 本製品を貸したり譲渡するときは、この取扱説明書を製品に添付してお渡

しください。 

● この取扱説明書および安全銘板を、紛失または破損された場合は、速やか

に当社、または当社販売店にご注文ください。 

● この取扱説明書には安全に作業していただくために、｢安全に作業するため

に｣を記載しています。ご使用前に必ずお読みください。 

● ご不明なことや、お気付のことがございましたら、お買い上げいただいた

販売店へご相談ください。 

● 本製品は改良のため、使用部品などを変更することがあります。その際に

は本書の内容および写真・イラストなどの一部が、本製品と一致しない場

合がありますので、あらかじめご了承ください。 

● 本書の内容は、作成にあたり万全を期しておりますが、万一の誤りや記載

もれなどが発見されてもただちに修正できないことがあります。 
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記記号号のの見見方方  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

本本製製品品のの使使用用  

目目的的ににつついいてて  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  危危険険      

  警警告告      

そそのの警警告告文文にに従従わわななかかっったた場場合合、、死死亡亡ままたたはは重重傷傷をを負負うう

ここととににななるるももののをを示示ししまますす。。  

そそのの警警告告文文にに従従わわななかかっったた場場合合、、死死亡亡ままたたはは重重傷傷をを負負うう

危危険険性性ががああるるももののをを示示ししまますす。。  

  注注意意      そそのの警警告告文文にに従従わわななかかっったた場場合合、、ケケガガをを負負ううおおそそれれののああ

るるももののをを示示ししまますす。。  

[[取取りり扱扱いいのの注注意意]]      誤誤りりややすすいい操操作作にに対対すするる注注意意をを示示ししまますす。。  

守守ららなないいとと、、機機械械のの損損傷傷やや故故障障のの原原因因ととななりりまますす。。  

  

〈〈参参  考考〉〉          作作業業能能率率をを良良くくししたたりり、、誤誤っったた操操作作ををししなないいたためめのの補補足足

説説明明でですす。。  

本製品は、ゴルフ場・スポーツフィールドの芝刈作業、各作業機を装着し

ての作業を目的とした機械です。使用目的以外の作業や急傾斜地など機械

の能力を超えた場所では使用しないでください。 

使用目的以外の作業や改造などは決して行なわないでください。 

使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりませんのでご

注意ください。（詳細は、保証書をご覧ください。） 



１

2

3

4

５

6

7

8

9

10

11

33  

  

本本文文のの概概要要  

  

１１章章  
安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに

必必ずずおお守守りりくくだだささいい  

● 安安全全にに関関すするる重重要要なな内内容容をを、、代代表表的的なな作作業業項項目目ににつついいてて説説

明明ししてていいまますす。。個個別別のの作作業業ににつついいててはは、、各各項項目目をを見見ててくくだだ

ささいい。。ままたた各各安安全全銘銘板板のの内内容容とと貼貼付付位位置置をを示示ししまますす。。  

１１  

２２章章  
ササーービビススとと保保証証にに  

つついいてて  
● 保保証証書書ととアアフフタターーササーービビススににつついいてて説説明明ししまますす。。  ２２  

３３章章  各各部部のの名名称称  ● 本本文文中中、、よよくく使使うう部部品品のの名名前前をを紹紹介介ししまますす。。  ３３  

４４章章  各各操操作作部部ののははたたららきき  
● 本本文文中中、、よよくく使使うう操操作作レレババーー、、おおよよびび部部品品のの位位置置ととははたたらら

ききににつついいてて説説明明ししまますす。。  
４４  

５５章章  
運運転転前前・・作作業業前前点点検検のの  

ししかかたた  
● 本本機機のの点点検検箇箇所所とと、、作作業業にに適適ししたた服服装装ななどどをを説説明明ししまますす。。  ５５  

６６章章  運運転転とと作作業業ののししかかたた  
● エエンンジジンンのの始始動動かからら移移動動走走行行ののししかかたた、、おおよよびびトトララッッククでで

のの運運搬搬ののししかかたたをを説説明明ししまますす。。  
６６  

７７章章  
作作業業後後のの手手入入れれのの  

ししかかたた  

● 機機械械をを最最良良のの状状態態ににししてておおくくたためめにに、、毎毎作作業業後後おおよよびび  

長長時時間間使使用用ししなないいととききのの手手入入れれののししかかたたをを説説明明ししまますす。。  
７７  

８８章章  モモアアのの取取りり扱扱いい  ● モモアアのの点点検検・・調調整整ののししかかたたをを説説明明ししまますす。。  ８８  

９９章章  
定定期期のの点点検検・・整整備備のの  

ししかかたた  

● 長長時時間間故故障障ななくく、、本本機機をを安安全全にに使使用用すするるたためめのの点点検検・・整整備備

ののししかかたたをを説説明明ししまますす。。  
９９  

１１００章章  不不調調診診断断ののししかかたた  
● 正正常常にに作作動動ししなないいととききのの点点検検・・処処置置ののししかかたたをを説説明明ししまま

すす。。修修理理にに出出すす前前にに確確認認ししててくくだだささいい。。  
１１００  

１１１１章章  そそのの他他  ● 主主なな消消耗耗品品、、標標準準付付属属品品、、仕仕様様、、配配線線図図をを説説明明ししまますす。。  １１１１  
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１１章章  安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい  

  

●ここに記載されている注意事項は、安全に関する重大な内容です。必ず守って下さい。 

●記載されている注意事項を守らないと、死亡を含む傷害や事故、機械の破損が生じるおそれが

あります。 

※ご購入された製品によっては、該当しない内容も一部記載していますのでご了承ください。 

  

  

11..  一一般般的的なな注注意意事事項項  

  

    

■■  ここんんななととききはは、、運運転転ししなないい  

● 過労、病気、薬物の影響、その他の理由により、作業に集中できない。 

● 酒をのんだとき 

● 妊娠しているとき 

● 18 才未満の人 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

      思わぬ事故の原因となります。 

■■  作作業業にに適適ししたた服服装装ををすするる  

はち巻き、首巻き、腰タオルは禁止です。ヘルメット・滑り止めのついた靴を着用し、作業に適し

た防護具などを着け、だぶつきのない服装をしてください。  

[[  守守ららなないいとと  ]]  

機械に巻き込まれたり、滑って転倒するおそれがあります。 

■■  機機械械をを他他人人にに貸貸すすととききはは  

取扱方法をよく説明し、使用前に｢取扱説明書｣を必ず読むように指導してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

死亡事故や重大な傷害、機械の破損をまねくおそれがあります。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

警警告告  
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１１章章  安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい  

  

22..  運運転転すするる前前にに  

  

    

■■  運運転転者者以以外外にに人人をを乗乗せせなないい  

この機械の乗車定員は１名です。運転者以外に人を乗せないでください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

思わぬ事故を引きおこすおそれがあります。 

■■  エエンンジジンン始始動動時時はは必必ずず運運転転席席ににすすわわりり、、周周囲囲のの安安全全確確認認ををすするる 

エンジン始動時は必ず運転席にすわり、シートの位置と周囲の安全を確認してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

思わぬ事故を引きおこすおそれがあります。 

  

    

■■  寒寒冷冷時時はは暖暖機機運運転転をを実実施施すするる  

寒冷時は暖機運転を必ず行なってください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

機械の性能が十分に発揮できません。  

■■  ママフフララーー・・テテーールルパパイイププのの高高温温にに注注意意  

運転中およびエンジン停止直後のマフラー・テールパイプは高温ですので、触れないでください。  

[[  守守ららなないいとと  ]]  

ヤケドするおそれがあります。  

■■  機機械械のの改改造造禁禁止止  

純正以外や指定以外のアタッチメントを取り付けないでください。改造をしないでください。  

[[  守守ららなないいとと  ]]  

事故･ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。 

■■  点点検検・・整整備備をを行行ななうう  

機械を使う前と後には必ず、点検・整備をしてください。特にハンドル・ブレーキ･レバーなどの

操縦装置、車輪などの走行装置および電気部品、コードは確実に作動するように点検・整備してく

ださい。 

〔〔守守ららなないいとと〕〕  

事故･ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。 

■■  定定期期点点検検整整備備をを受受けけるる  

年毎に定期点検を受け、各部の保守をしてください。特にパワーステアリングのホースは、年毎に

交換し、電気配線は年毎点検してください。  

[[  守守ららなないいとと  ]]  

整備不良による事故や機械の故障をまねくおそれがあります。 
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33..  作作業業前前後後のの点点検検やや整整備備ををすするるとときき  

  

    

■■  注注油油・・給給油油ははエエンンジジンンがが冷冷めめててかからら行行ななうう  

エンジン回転中や、エンジンが熱い間は、絶対に注油・給油をしないでください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

燃料に引火して、火災をおこすおそれがあります。  

■■  燃燃料料補補給給時時はは火火気気厳厳禁禁  

燃料補給時は、くわえ煙草や裸火照明は絶対にしないでください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

燃料に引火して、火災をおこすおそれがあります。  

■■  ババッッテテリリ点点検検時時はは火火気気厳厳禁禁  

バッテリの点検・充電時は火気厳禁です。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

バッテリに引火、爆発してヤケドなどを引きおこすおそれがあります。  

■■  ババッッテテリリ液液はは体体ににつつけけなないいよよううににすするる  

バッテリ液を身体や服につけないようにしてください。万一付着したときは、すぐに水で洗い流し

てください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

ヤケドをしたり、服が破れるおそれがあります。 

■■  燃燃料料ももれれにに注注意意  

燃料パイプが破損していると、燃料もれをおこしますので必ず点検してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

火災事故を引きおこすおそれがあります。    

■■  燃燃料料キキャャッッププををししめめ、、ここぼぼれれたた燃燃料料ははふふきき取取るる  

燃料を補給したときは燃料キャップを確実にしめ、こぼれた燃料はきれいにふき取ってください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

火災事故を引きおこすおそれがあります。  

  

    

■■  点点検検整整備備はは平平坦坦でで安安定定ししたた場場所所でで行行ななうう  

交通の危険がなく、機械が倒れたり動いたりしない平坦で安定した場所で車止めをして点検整備を

してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

機械が転倒するなど、思わぬ事故をまねくおそれがあります。 

  

  

  

危危険険  
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■■  ママフフララーー・・テテーールルパパイイププ・・エエンンジジンン周周りりののゴゴミミはは取取りり除除くく  

マフラー・テールパイプやエンジン周辺部・V ベルトなど回転部に、草・ゴミ・燃料などが付着し

ていないか、毎日作業前に点検してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

火災を引きおこすおそれがあります。  

■■  タタイイヤヤににはは、、規規定定のの最最大大空空気気圧圧以以上上にに空空気気ををいいれれなないい  

タイヤに空気を入れる際には、規定の最大空気圧以上に空気をいれないでください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

タイヤが破損して、傷害事故をおこすおそれがあります。 

■■  電電気気部部品品・・ココーードドをを必必ずず点点検検  

配線コードが他の部品に接触していないか、被覆のはがれや接触部のゆるみがないかを毎日作業前

に点検してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

ショートして、火災をおこすおそれがあります。  

■■  ババッッテテリリ液液をを｢｢下下限限((LLOOWWEERR))｣｣以以下下ににししなないい  

バッテリ液は｢上限｣と｢下限｣の間にあることを確認し、｢下限｣以下にしないでください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

｢下限｣以下になると容器内の極板接続部がバッテリ液から露出し、エンジン始動時に火花が出て、   

容器内のガスに引火して破裂するおそれがあります。 

■■  排排気気ガガススににはは十十分分にに注注意意すするる  

閉め切った室内などではエンジンを始動しないでください。エンジンは、通風しのよい室外で始動

してください。やむを得ず室内で始動する場合は、十分に換気をしてください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

排気ガスによる中毒をおこし、死亡事故にいたるおそれがあります。  

■■  ブブレレーーキキ・・ハハンンドドルルのの点点検検をを必必ずず行行ななうう  

ブレーキの効きが悪かったり片効きがないように、またハンドルに著しいガタや遊びがないように、

点検してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

事故を引きおこすそれがあります。 

  ■■  セセーーフフテティィススイイッッチチのの不不正正解解除除禁禁止止    

スイッチが故障した場合に電源をバイパスさせる等の不正な解除は禁止です。 

〔〔守守ららなないいとと〕〕  

事故をひきおこすおそれがあります。 

  ■■  純純正正部部品品以以外外のの使使用用禁禁止止    

純正部品以外の使用は禁止です。 

〔〔守守ららなないいとと〕〕  

事故･ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。 

  

警警告告  
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■■  高高圧圧オオイイルルにに注注意意    

油圧の継手やホースにゆるみや破損がないかを常に確認し、継手やホースを外す前には、油圧回路

内の圧力をなくしてください。 

〔〔守守ららなないいとと〕〕  

高圧オイルは皮膚をつきやぶることがあり、傷害事故をひきおこすおそれがあります。 

■■  ババッッテテリリのの取取りり付付けけ取取りり外外ししはは正正ししいい手手順順でで行行ななうう    

バッテリを取り付けるときは＋側を先に取り付け、取り外すときは－側から取り外します。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

ショートして、ヤケドや火災事故をおこすおそれがあります。  

■■  点点検検整整備備中中ははエエンンジジンン停停止止    

点検・整備・修理または、掃除をするときは、必ずエンジンを停止してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

機械の下敷きになるなど、傷害事故をおこすおそれがあります。  

■■  カカババーー類類はは必必ずず取取りり付付けけるる    

点検・整備などで取り外したカバー類は、必ず取り付けてください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

機械に巻き込まれて、傷害事故を引きおこすおそれがあります。  

■■  点点検検整整備備はは過過熱熱部部分分がが十十分分冷冷めめててかからら行行ななうう    

マフラー・テールパイプやエンジンなどの過熱部分が十分に冷めてから点検整備をしてください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

ヤケドをするおそれがあります。  

■■  目目的的にに合合っったた工工具具をを正正ししくく使使用用すするる    

点検整備に必要な工具類は、適正な管理をし、目的に合った工具を使用してください。また点検 

調整に必要な工具は機械に常備しておいてください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

整備不良で事故を引きおこすおそれがあります。  

■■  機機械械のの点点検検・・整整備備はは明明るるいい場場所所でで行行ななうう    

機械の点検・整備は明るい場所で行ってください。暗い場所で作業するときは十分な照明を確保し

て作業してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

機械にはさまれたり、ぶつけたりして怪我をするおそれがあります。 
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44..  運運搬搬すするるとときき  

  

    

■■  ああゆゆみみ板板のの上上でではは、、だだ性性運運転転ははししなないい  

坂道やあゆみ板の上での走行は十分注意して行なってください。アンロードバルブを押してのだ性

運転はしないでください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

機械重みで坂を下がり、転落などの事故をまねくおそれがあります。  

■■  強強度度・・長長ささ・・幅幅のの十十分分ああるるああゆゆみみ板板をを使使用用すするる  

積込み、積降しをするときは、平坦で交通の安全な場所で、トラックのエンジンを止め、動かない

ようにサイドブレーキを掛け車止めをしてください。使用するあゆみ板は、幅・長さ・強度が十分

あり、スリップしないものを選んでください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

転落などの事故を引きおこすおそれがあります。  

■■  登登るるととききはは後後退退、、降降りりるるととききはは前前進進でで行行ななうう  

トラックに積込むときは後退で、降りるときは前進でおこなってください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

バランスを崩し、転落などの事故を引きおこすおそれがあります。  

■■  ロローーププででトトララッッククにに確確実実にに固固定定すするる  

トラックに乗せて移動するときは、駐車ブレーキを掛け、強度の十分あるロープでトラックに機械

を固定してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

荷台から機械が転落したりして、事故を引きおこすおそれがあります。  

■■  ボボンンネネッットト、、カカババーー類類をを確確実実にに固固定定すするる  

トラックに乗せて移動するときは、ボンネット、カバー類を確実に固定してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

走行中に風で飛ばされて、事故を引きおこすおそれがあります。 

■■  天天井井がが低低いいととこころろへへのの機機械械のの搬搬入入禁禁止止  

天井が低いところへの機械の搬入は行わないでください。機械を搬入するときは頭上のスペースを

十分に確保してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

機械に挟まれて事故を引きおこすおそれがあります。  
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55..  移移動動やや圃圃場場へへ出出しし入入れれすするるとときき  

  

    

■■  一一般般道道路路走走行行禁禁止止  

特殊自動車の型式認定を取得していませんので一般道路は走行できません。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

道路交通法違反により罰せられることがあります。  

■■  周周囲囲のの安安全全をを確確認認ししてて、、ゆゆっっくくりりとと発発進進すするる  

周囲の安全を確認してからエンジンを始動し、急発進しないようにゆっくり発進してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

傷害事故をおこすおそれがあります。  

■■  移移動動時時はは路路肩肩にに注注意意  

溝のある道路や両側が傾斜している道路では、路肩に十分注意してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

転落事故をおこすおそれがあります。  

■■  急急なな発発進進・・停停止止・・旋旋回回ややススピピーードドのの出出しし過過ぎぎ禁禁止止  

発進･停止はゆっくりと行なってください。旋回するときはスピードを落としてください。 

また凹凸道やカーブの多い場所では、十分速度を落としてください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

転倒・転落事故や、機械の破損をおこすおそれがあります。  

■■  溝溝をを渡渡るるととききははああゆゆみみ板板をを使使用用すするる  

圃場に入るとき、溝をわたるとき、軟弱な場所を通るとき、必ずあゆみ板を使用してください。   

あゆみ板は、幅・長さ・強度が機械に適したものを使用してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

スリップや転倒による事故をおこすおそれがあります。  

■■  移移動動時時はは頭頭上上にに注注意意すするる  

移動時は低木や天井の低い場所での走行に十分注意してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

衝突事故や機械にはさまれるおそれがあります。  

  

    

■■  暖暖機機運運転転中中はは駐駐車車ブブレレーーキキをを掛掛けけるる  

[[  守守ららなないいとと  ]]  

機械が自然に動きだし、事故を引きおこすおそれがあります。  

■■  高高速速走走行行時時、、急急激激ななブブレレーーキキ、、ペペダダルル操操作作ははししなないい  

[[  守守ららなないいとと  ]]  

転倒・転落事故をおこすおそれがあります。  
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66..  作作業業ををすするるとときき  

  

    

■■  作作業業機機のの着着脱脱はは平平坦坦なな場場所所でで行行ななうう  

作業機の着脱は、平坦で安定した場所で行なってください。夜間は適切な照明をしてください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

事故を引きおこすおそれがあります。 

■■  人人やや物物ををウウエエイイトト代代わわりりににししなないい  

ウエイト代わりに人や物をのせないでください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

傷害事故を引きおこすおそれがあります。  

■■  機機械械とと作作業業機機のの周周辺辺にに人人をを近近づづけけなないい  

機械を移動するときは、機械の周辺や作業機との間に人が入らないようにしてください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

傷害事故を引きおこすおそれがあります。  

■■  機機械械にに作作業業機機をを装装着着すするるととききににはは、、作作業業機機のの取取扱扱説説明明書書をを必必ずず読読むむ  

機械に作業機を装着するときは、事前に必ず作業機の取扱説明書をよく読んでください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

傷害事故や機械の破損を引きおこすおそれがあります。  

■■  保保護護具具はは必必ずず着着用用すするる  

保護メガネ・ヘルメット・滑り止めのついた靴を必ず着用してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

傷害事故を負うおそれがあります。  

■■作作業業機機のの下下ににももぐぐっったたりり、、足足をを入入れれなないい  

作業機の下にもぐったり、足を踏み込んだりしないでください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

作業機が下がったとき、傷害事故を負うおそれがあります。  

■■  作作業業前前にに、、圃圃場場内内ににああるる石石ななどどのの障障害害物物をを取取りり除除くく  

[[  守守ららなないいとと  ]]  

事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。  

■■  急急なな発発進進・・停停止止・・旋旋回回ややススピピーードドのの出出しし過過ぎぎ注注意意  

発進・停止は、ゆっくりと行なってください。旋回するときは、十分スピードを落としてください。  

また傾斜地や凹凸のあるところでは、速度を落としてゆっくりと移動してください。  

[[  守守ららなないいとと  ]]  

転倒・転落事故や、機械の破損をおこすおそれがあります。  
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■■  巻巻きき付付きき、、詰詰ままりり点点検検はは必必ずずエエンンジジンン停停止止  

回転刃やプーリー、ベルト等に巻き付いた芝・草を取ったり、モアの詰まりを見るときは、必ずエ

ンジンを停止してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

巻き込まれ事故をおこすおそれがあります。  

■■  傾傾斜斜がが１１５５°°以以上上ののととこころろでではは作作業業ししなないい  

地面の傾斜が１５°以上の場所では作業しないでください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

転倒、スリップ事故をおこすおそれがあります。  

■■  子子供供をを近近づづけけなないい  

子供には十分注意し、近づけないようにしてください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

傷害事故引きおこすおそれがあります。  

■■  異異常常なな振振動動がが出出たたらら、、直直ちちにに点点検検・・修修理理をを行行ななうう  

異常な振動が出たら直ちにエンジンを停止し、原因を調べて修理してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。  

■■  モモアアのの排排出出口口ににはは、、人人をを近近づづけけなないいこことと  

草やホコリが飛び出します。石などが飛び出すことがあります。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

傷害事故を引きおこすおそれがあります。  

■■  わわきき見見、、手手放放しし運運転転ははししなないい  

[[  守守ららなないいとと  ]]  

傷害事故を引きおこすおそれがあります。  

■■  機機械械かからら離離れれるるととききはは平平坦坦地地にに置置きき、、エエンンジジンンをを止止めめるる  

機械から離れるときは平坦で安定した場所に置き、エンジンを止めて、必ず駐車ブレーキを掛け車止め   

をしてください。またモアは地面に接地してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

機械が動き出し、事故をおこすおそれがあります。  

■■  運運転転者者以以外外にに人人をを乗乗せせなないい  

この機械の乗車定員は１名です。運転者以外に人を乗せないでください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

思わぬ事故を引きおこすおそれがあります。 

  

  

  

  

  

警警告告  
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１１章章  安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい  

  

    

■■  夜夜間間作作業業はは行行わわなないい  

本機には照明装置がついておりませんので夜間作業は行わないでください。早朝、夕方の薄暗い中で作

業を行なう場合はオプションの「ライトＫＩＴ」を装着して作業を行ってください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

事故を引きおこすおそれがあります。  

■■  長長時時間間のの連連続続作作業業ははししなないい  

長時間の連続作業はしないでください。連続作業は 1 時間を目安に適宜休憩をしてください。時間内で

あっても作業中に指先、手、腕にしびれや痛みなどの異常を感じた場合、ただちに作業を中止し医療機

関にて受診をしてください。特に寒冷時の作業はこまめに休憩をしてください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

振動障害を発症するおそれがあります。  

■■  他他のの車車両両やや作作業業機機のの牽牽引引ははししなないい  

本機は他の車両や作業機の牽引は想定しておりません。本来の使用目的にあった使用をしてください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

機械が転倒するなど、思わぬ事故をまねくおそれがあります。  

  

77..  作作業業終終了了後後やや格格納納すするるとときき  

  

    

■■  注注油油・・給給油油ははエエンンジジンンがが冷冷ええててかからら行行ななうう  

エンジン回転中やエンジンが熱い間は、絶対に注油・給油しないでください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

燃料などに引火して、火災をおこすおそれがあります。  

■■  シシーートトはは機機械械がが十十分分冷冷めめててかかららかかけけるる  

機械にシートをかける場合は、マフラーやエンジンが十分に冷めてからかけてください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

火災事故を引きおこすおそれがあります。 

■■  点点検検整整備備はは平平坦坦でで安安定定ししたた場場所所でで行行ななうう  

交通の危険がなく、機械が倒れたり動いたりしない平坦で安定した場所で、機械の前輪には車止め

をして点検整備をしてください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

機械が転倒するなど、思わぬ事故をまねくおそれがあります。  

 

 

 

 

 

 

警警告告  

危危険険  
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１１章章  安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい  

    

■■  ママフフララーー・・テテーールルパパイイププ・・エエンンジジンン周周りりののゴゴミミはは取取りり除除くく  

マフラー・テールパイプやエンジン周辺に、芝・草・ゴミ・燃料などが付着していないか、毎日作

業後に点検してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

火災事故を引きおこすおそれがあります。  

■■  電電気気部部品品・・ココーードドをを必必ずず点点検検  

配線コードが他の部品に接触していないか、被覆のはがれや接触部のゆるみがないかを毎日作業後

に点検してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

ショートして、火災をおこすおそれがあります。  

■■  長長期期格格納納時時ははババッッテテリリととキキーーをを外外すす  

長時間使用しないで格納する場合は、バッテリを取り外し、キーを抜き取り保管してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

事故を引きおこすおそれがあります。 

  

    

■■  高高圧圧オオイイルルにに注注意意  

油圧の継手やホースにゆるみや損傷がないかを常に確認し、継手やホースを外す前には、油圧回路内

の圧力をなくしてください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

高圧オイルは皮膚をつきやぶることがあり、傷害事故を引きおこすおそれがあります。  

■■  ババッッテテリリのの取取りり付付けけ取取りり外外ししはは正正ししいい手手順順でで行行ななうう  

バッテリを取り付けるときは＋側を先に取り付け、取り外すときは－側から取り外します。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

ショートして、ヤケドや火災事故を引きおこすおそれがあります。  

■■  点点検検整整備備中中ははエエンンジジンン停停止止  

点検・整備・修理または掃除をするときは、必ずエンジンを停止してください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

機械の下敷きになるなど、傷害事故をおこすおそれがあります。  

■■  カカババーー類類はは必必ずず取取りり付付けけるる  

点検・整備などで取り外したカバー類は、必ず取り付けてください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

機械に巻き込まれて、傷害事故を引きおこすおそれがあります。  

■■  点点検検整整備備はは過過熱熱部部分分がが十十分分冷冷めめててかからら行行ななうう  

マフラー・テールパイプやエンジンなどの過熱部分が十分冷めてから点検整備をしてください。 

[[  守守ららなないいとと  ]]  

ヤケドをするおそれがあります。  

  

注注意意  

警警告告  
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１１章章  安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい  

  

88..  安安全全銘銘板板のの貼貼りり付付けけ位位置置  

安全に作業していただくために、安全銘板の貼り付け位置を示したものです。 

安全銘板は常に汚れや破損しないように保ち、もし破損・紛失した場合は、新しいものに貼りなおして

ください。 

ララベベルル貼貼付付位位置置  

  
 

No. 部品番号 名  称 No. 部品番号 名  称 

1 Ａ９０６３００８０ コーションプレート；リール 7 ３９０１９６２８０ コーションプレート；取説 

2 ３９０１９６１１０ コーションプレート；排気ガス 8 ３９０１９９４３０ コーションプレート；バッテリ 

3 Ａ１０９２０６２９ コーションプレート；火気厳禁 9 Ａ９０６１０５２０ コーションプレート；傾斜 

4 Ａ１０９２０６３０ コーションプレート；ホンキ 10 ３９０２３０１８０ コーションプレート；オイル 

5 Ａ９０６１００４０ ケイコクラベル；熱い 11 ２９０１９２６７０ コーションプレート；ガソリン 

6 ３９０１９６０４０ コーションプレート；回転危険    
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１１章章  安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい 

 

安安全全銘銘板板  

 

機械を安全に使用していただくために、機械には安全銘板が貼られています。 

それらの意味を以下に説明しています。この取扱説明書の安全に関係する章を注意深く読むことを推奨

します。 

 

１１．．警警告告  

   

  

２２．．警警告告  

   
 

３３．．危危険険  

 

 

４４．．注注意意・・警警告告  

 

 

 

 

５５．．警警告告  

 

 

・保守点検は、エンジンを止め取扱説明書にした

がって行ってください。 
・作動中は巻き込まれたり、物が飛んでくる恐れ

があるので注意してください。 
 
 
・エンジン排気ガスは人体に有害です。 
・室内および換気の悪い場所では、排気ガスが充

満するので、運転しないでください。 
 
 
 
 
 
・給油時は必ずエンジンを停止してください。 
・給油口に火を近づけると火災の危険があります

ので、火を近づけないでください。 
・燃料は自動車用無鉛ガソリンをご使用くださ

い。 
 
 
 
 
 
 
・マフラーおよび高温部には触れないでくださ

い。さわると火傷をするおそれがあります。 
・エンジン排気ガスは人体に有害です。 
・室内および換気の悪い場所では、排気ガスが充

満するので、運転しないでください。 
 
 
・エンジン停止直後にエンジンおよびマフラーに

ふれないでください。さわると火傷をするお

それがあります。 
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１１章章  安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい 

 

６６．．危危険険  

 

 

７７．．注注意意    

 

  

  

  

８８．．注注意意  

  
  

  

    

 
・エンジンまたはＰＴＯ軸が回転中は体を近づけ

ないでください。巻き込まれて、ケガをするお

それがあります。 
 
 
 
 
 
 
 
・使用前に取扱説明書をよく読んで、安全で正し

い作業をしてください。 
（始動） 
・エンジン始動時は機械の近くに人がいないこと

を確認してください。 
（運転） 
・機械の上に人を乗せないでください。運転者以

外の乗車は非常に危険です。 
・傾斜地での運転は必ず低速で行ってください。 
・急傾地での等高線作業は行わないでください。

横転の危険があります。 
・作業中は機械の周りに人を近づけないでくださ

い。飛散物でケガをするおそれがあります。 
・運転席から離れる時は、必ず作業機を接地させ

レバー類は「中立」位置にし、駐車ブレーキを

掛けてキーを抜いてください。 
（整備） 
・点検、サービスを行うときはエンジンを停止し、

機械の動きが完全に止まり高温部が冷めてか

ら行ってください。 
・この機械は、一般の道路を走行することはでき

ません。 
 
 
・バッテリーを処分する場合は、法的規制および

ガイドラインに従ってください。 
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１１章章  安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい 

 

９９．．警警告告  

 
 

 

１１００．．注注意意    

 

  

  

１１１１．．注注意意  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
・転倒のおそれがあるので、１５°以上の傾斜地

で作業しないでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・指定のＨＳＴオイル以外のオイルは入れないで

ください。機械の故障の原因となります。 
 
 
 
 
 
・燃料タンクキャップを確実にしめてください。 
・燃料は自動車用無鉛ガソリンをご使用くださ

い。 
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１１章章  安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい  

  

９９..  操操作作銘銘板板のの貼貼りり付付けけ位位置置  

安全に作業していただくために、操作銘板の貼り付け位置を示したものです。 

操作銘板は常に汚れや破損しないように保ち、もし破損・紛失した場合は、新しいものに貼りなおして

ください。 

ララベベルル貼貼付付位位置置  

  

 
No. 部品番号 名  称 No. 部品番号 名  称 

1 Ａ９０３６０３１０ ラベル；遮風板 7 ３９０１９９１７０ コーションプレート；ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ 

2 ３９０１９９１４０ コーションプレート；刈り取り 8 Ａ９０３３００２０ アクセルシジマーク 

3 Ａ９０３１０１２０ ヘンソクシジマーク 9 Ａ９０３９０４９０ シジマーク；チョーク 

4 Ａ９０３１０１３０ ヘンソクシジマーク；前後進 10 ３９０１９８３６１ コーションプレート；ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ 

5 ３９０１９７０６０ コーションプレート；キーＳＷ 11 Ａ９０３６０１３０ クラッチシジマーク 

6 Ａ９０３２０１９０ ユアツシジマーク；昇降    
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１１章章  安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい 

 

操操作作銘銘板板  

 

機械を安全に使用していただくために、機械には安全銘板が貼られています。 

それらの意味を以下に説明しています。この取扱説明書の安全に関係する章を注意深く読むことを推奨

します。 

 

１１．．ララベベルル；；遮遮風風板板  

   
  

２２．．ココーーシショョンンププレレーートト；；刈刈りり取取りり  

   

 

３３．．ヘヘンンソソククシシジジママーークク  

 

 

４４．．ヘヘンンソソククシシジジママーークク  

 
 

５５．．ココーーシショョンンププレレーートト；；キキーーＳＳＷＷ  

    

  

①①  ②②  

・芝の状態による遮風板の位置を示します。 
 遮風板の位置を調整することにより、刈った芝

草の飛び出し具合をコントロールします。 
 ＤＲＹ＝乾燥時、ＷＥＴ＝湿潤時 
 
 
 
 
・刈り取り指示マーク 
「入」スイッチが点灯します。 

作業機を下げると回転刃が回転し、刈り取り作

業ができます。 
 
「切」スイッチが消灯します。 
 回転刃は停止します。 
 作業機を下げても回転刃は回転しません 
 
 
・変速指示マーク 
「移動」移動時のレバーの位置を示します。 
 
「作業」作業時のレバーの位置を示します。 
 走行ペダルの踏み込み量が規制され、一定速度

で走行できます。 
 
 
 
 
・走行ペダル指示マーク 

①前進 
②後進 

 
 
 
・キースイッチ指示マーク 
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６６．．ユユアアツツシシジジママーークク；；昇昇降降  

     
  

７７．．ココーーシショョンンププレレーートト；；ララッッピピンンググ  

   
 

８８．．アアククセセルルシシジジママーークク  

     

 

９９．．チチョョーーククシシジジママーークク  

  

 

  

  

  

  

 

 

 

・作業機昇降指示マーク 
① 作業機下降 
② 作業機上昇 

 
 
 
 
 
 
・ラッピング指示マーク 
「入」 

作業機を下げた状態でスイッチを押すと、スイ

ッチが点灯し、回転刃が逆回転します。 
「切」 

スイッチが消灯します。 
 回転刃は停止します。 
 
 
 
 
・アクセル指示マーク 

① 高回転 
② 低回転 

 
 
 
 
 
 
 
・チョーク指示マーク 

① チョーク「閉」；始動時 
② チョーク「開」；通常時 

 
 

①①   

②②   

①①   

②②   

②②   

①①   
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１１章章  安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい 

 

１１００．．ココーーシショョンンププレレーートト；；パパーーキキンンググ  

     

  

１１１１．．ククララッッチチシシジジママーークク  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

・駐車ブレーキ指示マーク 
 
 
 
 
 
 
・クラッチ指示マーク 

「切」； 作業用油圧ポンプ停止 
「入」； 作業用油圧ポンプ回転 
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１１章章  安安全全なな作作業業ををすするるたためめにに必必ずずおお守守りりくくだだささいい 

 

１１００．．操操作作おおよよびび装装置置ののママーークク  

本機に使用されている操作および装置のマークは下記のとおりです。  

  

  

22 章章  ササーービビススとと保保証証ににつついいてて  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

１１．．  保保証証書書はは大大切切にに保保管管ししててくくだだささいい。。  

｢保証書｣はお客様が保証修理を受けられる際に

必要となるものです。お読みになった後は大切

に保管してください。 

（保証書は、本書最終ページに｢安全説明確認カ

ード｣と共に添付してあります）なお、ご使用中

の事故やご不審な点については購入先、または弊

社営業所（この説明書裏参照）にお気軽にお問合

せください。 

 

〈〈連連絡絡ししてていいたただだききたたいい内内容容〉〉  

●本機型式名と製造番号 

●エンジンの場合はエンジンモデル、タイプ、 

シリアル番号 

●モアの場合はモアの仕様、製造番号 

●ご使用状況（どんな作業をしていたら） 

●どのくらい使用しましたか（使用時間） 

●不具合が発生したときの状況を出来るだけ詳し

く教えてください。 

 
本機型式名・製造番号 

22..  補補修修部部品品のの供供給給年年限限ににつついいてて  

この製品の補修用部品供給年限（期間）は、製

造打ち切り後８年です。ただし供給年限内であ

っても、特殊部品については納期などをご相談

させていただく場合もあります。補修用部品の

供給は原則的には上記の供給年限で終了しま

すが、供給年限経過後であっても、部品供給の

ご要請があった場合には納期および価格につ

いてご相談させていただきます。 

 

 

 
エンジンモデル・タイプ・シリアル番号 

 
モア製造番号 
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３３章章  各各部部のの名名称称  

  

１１．．本本機機  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ククララッッチチレレババーー  

ヒヒキキダダシシアアーームム  

スステテッッププ  
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３３章章  各各部部のの名名称称  

  

２２．．モモアア  
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４４章章  各各操操作作部部ののははたたららきき  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

11．．シシーートト・・ハハンンドドルル・・メメーータタ関関係係  

  

①①シシーートト  

●前後調整 

 

レバーを動かすとシートが前後にスライドしま

す。位置が決まったら手を離し、前後に動かない

ことを確認してください。 

 

②②..ハハンンドドルル  

 

レバーを上げるとハンドルの角度を自由に調

節できます。位置が決まったら、レバーを下げ

固定してください。固定されたことを必ず確認

してください。また、走行中の調節は危険です

ので、必ず停車した状態で調節を行ってくださ

い。 

③③アアワワメメーータタ・・燃燃料料計計  

    
 

●アワメータ 
総運転時間を示します。機械の定期点検・整備は

この数字に基づいて実施してください。 

右端の数字は 0.01 時間（３6 秒）を表します。 

例 1234.05 - -(1234 時間３分) 

 

●燃料計 

 キースイッチが「入」の位置のとき燃料タンク内

の残量を示します。 

 

④④ラライイトトススイイッッチチ（（オオププシショョンン））  

 

ライトスイッチを押すとヘッドライトが点灯し

ます。ヘッドライト点灯状態には、ライトスイッ

チにもランプが点灯します。また、燃料計内部も

照明状態となります。 
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４４章章  各各操操作作部部ののははたたららきき 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

      

  

  

  

  

 

 ⑤⑤キキーーススイイッッチチ  

 

エンジンの始動に使用します。 

［切］:エンジンが停止し、電流が流れません。（キ

ーを抜き取れます） 

［入］：各電装品スイッチに電流が流れます。 

［始動］:セルモータが回転し、エンジンが始動 

します。エンジンが始動したらキー 

から手を離してください。キーは自動 

的に［ON］の位置に戻り、連続運転に 

入ります。 

 
機機械械をを使使用用ししなないいととききはは、、必必ずずキキーーをを抜抜いいてて安安全全

なな保保管管場場所所ににキキーーをを保保管管ししててくくだだささいい。。守守ららなないい

とと、、児児童童ななどどがが操操作作しし事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまま

すす。。  

 

２２．．ペペダダルル・・レレババーー関関係係  

  

①① アアククセセルル・・チチョョーーククレレババーー  

 

 

注注意意  

 

●アアククセセルルレレババーー 

エンジンの回転数を調節します。 

「Ａ」：エンジン回転数が高くなる 

「Ｂ」：エンジン回転数が低くなる 

 

●●チチョョーーククレレババーー  

冷えたエンジンを始動する際、燃料混合気を濃く

するのに使用します。 
［閉］エンジン始動時 
［開］エンジン始動後（通常時） 
 
②②ブブレレーーキキ  

●メメイインンブブレレーーキキ  

 

本機を停止させるときに使用します。 

ペダルを踏むことでブレーキがかかります。また、

始動安全装置が付いていますから、始動時には必

ず踏んでください。 

走行中に急激に踏むと機械が急停止し、転倒のお

それや機械の故障の原因となります。停止の際は

前後進ペダルからゆっくりと足を離した後、徐々

にブレーキペダルを踏んでください。 
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４４章章  各各操操作作部部ののははたたららきき  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  

●●駐駐車車ブブレレーーキキ  

  

駐車ブレーキペダルとブレーキペダルを同時に

踏むと駐車ブレーキがかかります。 

解除するときは、ブレーキペダルのみを強く踏

み込んでから足をペダルから徐々に離してくだ

さい。 

本機から離れるときには、必ず駐車ブレーキを

かけてください。 

  

③③走走行行ペペダダルル  

 

本機を前進させるには前進ペダル、後進させる

には後進ペダルを踏みます。この機械にはクラ

ッチぺダルはなく、走行ペダルの踏み具合（強

弱）により速度を上げたり下げたりできます。 

走行ペダルはゆっくり踏み込んでください。 

平坦地において、ペダルから足を離すと、ペダ

ルは自動的に中立位置に戻り本機は停止しま

す。 

 

④④作作業業速速度度設設定定ペペダダルル  

 

 

 

車速を移動速度（高速）と作業速度（一定速）の２

通り選ぶことができます。 

また、作業速度は作業速度調整用Ｒピンの差し替

えで４段階の速度を選ぶことができます。 

 

作業時は作業速度設定ペダルの後ろ側を踏み込ん

だ後、上図のように R ピンがストッパーに当たる

まで前進ペダルを踏み込んでください。 

 

作業速度調整ペダルを操作するときは、本機を停

止させてから行ってください。 
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４４章章  各各操操作作部部ののははたたららきき  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  

３３．．作作業業機機ココンントトロローールル関関係係  

 

本機には、作業機制御にマイコンを使った制御

装置が組み込まれていて、高い作業能率を発揮

します。より安全に完成度の高い作業をするた

めに以下の説明を十分理解され運転するように

してください。 

 

①① ククララッッチチレレババーー  

 

クラッチレバーを「入」にすると作業用油圧ポン

プが回り、ギヤモーターへ油圧供給可能な状態

になります。 

 

 
●●ククララッッチチレレババーーをを操操作作すするるととききはは、、必必ずずモモアア  

かからら人人をを遠遠ざざけけててくくだだささいい。。操操作作ししたたととたたんん  

にに回回転転刃刃がが回回転転しし、、思思わわぬぬ事事故故ををままねねくくおおそそ  

れれががあありりまますす。。  

 

②② 刈刈取取りりボボタタンン  

 

 

危危険険  

回転刃を回転・停止させるときに使用します。 

刈取りボタンを押して点灯させ、昇降レバーを下

降側に下げると回転刃が回転します。点灯してい

るボタンを押して消灯させると停止します。 

また、制御関係に異常やエラーが検出されると 

ランプが点滅します。 

  

③③  昇昇降降レレババーー  

  

モアを昇降するときに使用します。 

 

〈刈取りボタン消灯中〉 

下降操作を行うとモアは下降して、上昇操作を行

うとモアは上昇します。どちらも操作した時間だ

け作動します。 

 

〈刈取りボタン点灯中〉 

下降操作を行うとモアは最下点まで下降して、回

転刃が回転します。 

上昇操作を行うと回転刃が停止して、モアは最上

点まで上昇します。 

クラッチレバーー  
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４４章章  各各操操作作部部ののははたたららきき  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

④④  ララッッピピンンググボボタタンン  

 

回転刃を逆回転させるときに使用します。モア

を下降させて、ラッピングボタンを押すとラン

プが点灯し回転刃が逆回転します。 

 

リヤのリフトアームが下がりきっていない状態

では、安全の為、センサーの働きにより回転刃は

回転しません。 

 

ラッピングボタンを押して、ランプを消灯させ

ると回転刃は停止します。 
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５５章章  運運転転前前・・作作業業前前点点検検ののししかかたた  
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●●点点検検・・整整備備・・調調節節をを行行ななううととききはは、、必必ずずエエンンジジ

ンンをを停停止止ささせせ、、駐駐車車ブブレレーーキキををかかけけててかからら行行なな

っっててくくだだささいい。。  

●●エエンンジジンン回回転転中中ややエエンンジジンンがが熱熱いい間間はは、、注注油油・・

給給油油・・給給水水はは絶絶対対ににししなないいででくくだだささいい。。ヤヤケケドド

ををすするるおおそそれれががあありりまますす。。  

●●燃燃料料補補給給時時はは、、くくわわええ煙煙草草・・裸裸火火照照明明はは絶絶対対にに

ししなないいででくくだだささいい。。ままたた燃燃料料補補給給後後はは、、燃燃料料キキ

ャャッッププをを確確実実にに締締めめ、、ここぼぼれれたた燃燃料料ははききれれいいにに

ふふきき取取っっててくくだだささいい。。守守ららなないいとと火火災災のの原原因因にに

ななりりまますす。。  

●●燃燃料料パパイイププがが破破損損ししてていいるるとと、、燃燃料料漏漏れれをを起起ここ

すすののでで、、必必ずず点点検検ししててくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、

火火災災をを起起ここすすおおそそれれががあありりまますす。。  

  

  

  

  

●●安安全全でで快快適適なな作作業業をを行行ななううににはは、、本本機機をを使使用用すす

るる人人がが一一日日一一回回、、作作業業前前点点検検をを行行ななううよよううににしし

ててくくだだささいい。。異異常常箇箇所所はは直直ちちにに整整備備しし、、作作業業終終

了了後後もも異異常常ががなないいかかチチェェッッククししててくくだだささいい。。  

●●点点検検整整備備はは交交通通のの危危険険ががななくく、、機機械械がが倒倒れれたたりり

動動いいたたりりししなないい平平坦坦でで安安定定ししたた場場所所でで、、車車止止めめ

ししたた上上でで行行ななっっててくくだだささいい。。守守ららなないいとと機機械械がが

転転倒倒すするるななどど事事故故をを起起ここすすおおそそれれががあありりまますす。。  

●●運運転転・・作作業業前前のの点点検検時時ににエエンンジジンンをを始始動動ししてて行行

ななうう場場合合はは、、閉閉めめ切切っったた室室内内でで行行ななわわなないいででくく

だだささいい。。  

●●運運転転・・作作業業前前点点検検ををすするるととききはは、、点点検検者者以以外外のの

人人（（特特にに子子供供））をを近近づづけけなないいででくくだだささいい。。  

  

  

  

  

●●点点検検・・整整備備ををすするるととききはは、、ママフフララーーややエエンンジジンン

ななどどのの過過熱熱部部分分がが十十分分にに冷冷めめててかからら行行ななっってて

くくだだささいい。。守守ららなないいとと、、ヤヤケケドドをを負負ううおおそそれれがが

あありりまますす。。  

●●点点検検・・整整備備ななどどでで取取りり外外ししたたカカババーー類類はは、、必必ずず

取取りり付付けけててくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、機機械械にに巻巻きき

込込ままれれてて、、傷傷害害事事故故をを起起ここすすおおそそれれががあありりまま

すす。。  

  

注注意意  

  警警告告  

危危険険  
１１．．作作業業者者のの体体調調・・服服装装ににつついいてて  

①①体体調調ににつついいてて  

作業を行なうときは、健康な状態で行なってくだ

さい。過労・病気・薬物の影響、その他の理由で

作業に集中できないときは、作業を行なわないで

ください。特に、お酒を飲んでいる・妊娠してい

る・18 才未満の人は作業を行なわないでくださ

い。 

 

②②服服装装ににつついいてて  

●操作レバーや機械部品に引っかからない、だぶつ

きのない服装をしてください。 

●安全靴などの滑り止めのついた靴を着用してく

ださい。 

●ヘルメットを着用してください。 

●作業によっては、保護メガネ・マスク・手袋など

の保護具を必ず着用してください。 

 

※タオルをはち巻き・首巻き・腰タオルにして作業

を行なわないでください。 
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５５章章  運運転転前前・・作作業業前前点点検検ののししかかたた  

  

２２．．点点検検ののししかかたた  

安全で快適な作業を行なうために、本機を使用する人が一日一回作業前の点検を以下の要領に従い行な

ってください。異常箇所は直ちに整備してください。また、作業中に異常を感じたら、安全な場所でエ

ンジンを停止し、すぐに点検・整備をしてください。 

  

①①本本機機のの周周りりをを回回っっててみみてて  

● タイヤの空気圧、摩耗状態・損傷はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

● 車輪取付けボルトのゆるみはありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

● 燃料の量と燃料漏れ、燃料パイプの損傷はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・ 

● オイルタンクの量と汚れ、油漏れはありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

● バッテリ液の量は正常ですか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

● 各部の変形・損傷・汚れはありませんか 

● 車体各部の損傷、ボルトのゆるみはありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

参考ページ 

68 

68 

60, 65 

61 

65 

  

80 
  
  

②②ボボンンネネッットトをを開開けけててみみてて  

● エンジンオイルの量と汚れ、燃料漏れはありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

● エアクリーナの汚れはありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

● ベルトの張り不足や、損傷はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

● エンジンルーム内のホコリや芝カスはありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

● 配線コードの被覆のはがれや接触部のゆるみはありませんか・・・・・・・・・・・・・  

参考ページ 

60 

64 

68 

70 

65 

  
  
  

③③作作業業機機（（モモアア））関関係係  

● 回転刃の変形、損傷、摩耗はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

● 各リンク部の変形、損傷、摩耗はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

● ローラの損傷、摩耗はありませんか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

参考ページ 

 

 

  
  
  

④④運運転転席席にに座座っっててみみてて  

● ブレーキの作動具合は適正ですか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

● 走行ペダルの作動具合は適正ですか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

● シートの位置は適正ですか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

参考ページ 

69 

69 

29 
  
  

⑤⑤エエンンジジンンをを始始動動ししててみみてて  

● 排気ガスの色は正常ですか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

● メータ類の作動は正常ですか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

● エンジン始動後の異音・振動はありませんか  

参考ページ 

73 

29 
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６６章章  運運転転とと作作業業ののししかかたた  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

１１．．ななららしし運運転転（（最最初初のの 5500 時時間間））ににつついいてて  

  

新車は使用時間50時間までの取り扱いが大変重

要です。機械の寿命、性能に大きく影響します。

この期間中は、次の点に注意して正しく取り扱っ

てください。 

(1)急なスタート、急ブレーキは慎んでください。 

(2)必要以上のスピードや負荷をかけないでくだ

さい。 

(3)運転はエンジンが十分暖まってから行なって

ください。 

(4)悪路や傾斜地では、速度を落としてゆっくり

走行してください。 

(5)使い初めて最初の 50 時間目には、58 ページ

の［１．定期点検一覧表］に従い各部の点検、

オイル交換などをしてください。 

 

２２．．乗乗車車ののししかかたた  

(1)本機の左側から乗車します。 

(2)左手でハンドルにつかまります。 

(3)右手でシートにつかまります。 

(4)左足をステップに足をかけて乗車します。 

(5)降車の際も、ハンドル等につかまり、本機左側

からステップに足をかけて慎重に降車してく

ださい。 

 

●本本機機右右側側かからら乗乗車車ししなないいででくくだだささいい。。足足元元ががすす

べべっっててケケガガををししたたりり、、昇昇降降ススイイッッチチをを壊壊すすおおそそれれ

ががあありりまますす。。  

●●タタイイヤヤにに足足をを乗乗せせなないいででくくだだささいい。。足足元元ががすすべべ

っっててケケガガををすするるおおそそれれががあありりまますす。。  

●●スステテッッププはは、、常常ににききれれいいなな状状態態をを保保っっててくくだだ  

ささいい。。  

●●ハハンンドドルル及及びび、、シシーートトににつつかかままっったた手手にに体体重重をを

かかけけすすぎぎなないいででくくだだささいい。。  

  手手ががすすべべっってて転転落落すするるおおそそれれががあありりまますす。。  

●●乗乗車車前前にに必必ずずリリヤヤのの「「ヒヒキキダダシシアアーームム」」ががロロッッ

ククさされれてていいるるここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。走走行行中中

ににアアーームムがが開開いいてて事事故故ををおおここすすおおそそれれががあありり

まますす。。  

３３．．エエンンジジンンのの始始動動・・停停止止ののししかかたた  

  

  

  

●●エエンンジジンン始始動動時時はは、、必必ずず運運転転席席にに座座っっててレレババーーのの

位位置置とと周周囲囲のの安安全全をを確確認認ししててくくだだささいい。。守守ららなないい

とと、、傷傷害害事事故故をを起起すすおおそそれれががあありりまますす。。  

●●閉閉めめ切切っったた室室内内ででははエエンンジジンンをを始始動動ししなないいででくく

だだささいい。。エエンンジジンンはは風風通通ししののよよいい室室外外でで始始動動ししてて

くくだだささいい。。ややむむをを得得ずず室室内内でで始始動動すするる場場合合はは、、十十

分分にに換換気気ををししててくくだだささいい。。守守ららなないいとと排排気気ガガススにに

よよるる中中毒毒をを起起ここしし、、死死亡亡事事故故をを起起ここすすおおそそれれががああ

りりまますす。。  

  

  

  

●●機機械械をを使使うう前前とと後後ににはは、、必必ずず点点検検・・整整備備ををししててくく

だだささいい。。特特ににブブレレーーキキ、、レレババーーななどどのの操操縦縦装装置置はは、、

確確実実にに作作動動すするるよよううにに点点検検・・整整備備ををししててくくだだささ

いい。。守守ららなないいとと傷傷害害事事故故をを起起ここししたたりり、、機機械械のの故故

障障ををままねねくくおおそそれれががあありりまますす。。  

●●暖暖機機運運転転中中はは駐駐車車ブブレレーーキキをを掛掛けけててくくだだささいい。。守守

ららなないいとと何何ららかかのの原原因因でで機機械械がが走走りり出出しし、、事事故故をを

起起すすおおそそれれががあありりまますす。。  

  

①①始始動動ののししかかたた  

(1)燃料コックを［開］にします（燃料タンク下部） 

 

 

  警警告告  

  注注意意  
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[[取取りり扱扱いいのの注注意意]]  

●●セセルルモモーータタはは大大電電流流をを消消費費ししまますすののでで、、1100 秒秒以以

上上のの連連続続使使用用はは絶絶対対ににししなないいででくくだだささいい。。  （（1100

秒秒以以内内でで始始動動ししななかかっったた場場合合はは、、いいっったたんんススイイッッ

チチをを切切っってて１１分分以以上上休休止止ししててかからら同同じじ操操作作ををもも

うう一一度度繰繰りり返返ししててくくだだささいい。。））  

●●エエンンジジンン回回転転中中はは絶絶対対ににキキーーススイイッッチチをを  

「「始始動動」」位位置置ににししなないいででくくだだささいい。。  

  

＜＜暖暖機機運運転転ににつついいてて＞＞  

本機は、全て油圧にて動いています。暖機運転を

怠ると油圧系統の故障を引きおこし、事故の原因と

なります。特に寒冷地などで気温が下がって冷え込

むと、油の粘度が高くなり油圧の作動が遅くなった

り、正常な圧力が得られなくなることがあります。

これを防ぐために、必ず暖機運転を行ってくださ

い。 

②②停停止止ののししかかたた  

アクセルレバーを「低速」位置にして、しばらく

たってからスタータスイッチを反時計方向に回

し「切」の位置にするとエンジンが停止します。 

 

●アアククセセルルレレババーーをを「「高高速速」」位位置置ののままままエエンンジジンンをを

停停止止ささせせなないいででくくだだささいい。。アアフフタターーフファァイイアアーーのの

原原因因ととななりりまますす。。 

  

４４．．モモアアをを昇昇降降ささせせるるににはは  

昇降レバーを上昇側に操作するとモアが上昇

し、下降側に操作するとモアが下降します。 

 
●昇降レバーから手を離すとレバーは中立の位

置に戻ります。 

●刈取りボタンの状態により、昇降の挙動は変

わります。（Ｐ３２参照） 

(2)シートに座ります。 

(3)ブレーキを踏みこみます。または駐車ブレー

キをかけます。（Ｐ31 参照） 

※ブレーキセーフティスイッチがついています

ので、ブレーキがかかった状態でないとエン

ジン始動ができません。 

(4)走行ペダルがニュートラルの位置にあること

を確認します。 

(5)クラッチレバーが「切」位置にあることを確認

します。 

 

(6)チョークレバーを「閉」の位置にします。 

 一度エンジンが始動した後、再始動する際には

チョークを「閉」にする必要はありません。 

(7)アクセルレバーをＡ（高速）とＢ（低速）の中

間の位置にします。 

(8)スタータスイッチを時計方向に「始動」位置ま

でいっぱいに回してください。 

 

●セルモーターが回転しエンジンが始動します。 

●排気口以外から白煙が出るなど緊急の場合、直

ちにスタータスイッチを「切」の位置にしてく

ださい。 

 

(9)エンジンが始動したら、すみやかにスタータ

スイッチから手を離します。キーは「入」位置

に戻ります。 

(10)チョークレバーを「開」の位置に戻します。 

(11)エンジン始動後はアクセルレバーを低速位

置に戻し２～３分間暖機運転をしてください。 
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６６章章  運運転転とと作作業業ののししかかたた  

  

５５．．発発進進・・旋旋回回・・停停止止ののししかかたた  

  

  

●●発発進進すするるととききはは、、周周囲囲のの人人にに合合図図ししてて周周囲囲のの

安安全全をを確確認認ししたた上上でで、、急急発発進進ししなないいよよううににゆゆっっ

くくりり発発進進ししててくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、傷傷害害事事故故

をを起起すすおおそそれれががあありりまますす。。  

●●本本機機はは特特殊殊自自動動車車のの型型式式認認定定をを取取得得ししてていいまま

せせんんののでで一一般般道道路路（（公公道道））のの走走行行ははででききまませせんん。。

道道路路交交通通法法違違反反ににななりりまますす。。  

●●作作業業中中おおよよびび移移動動中中はは、、安安全全ののたためめヘヘルルメメッッ

トトををかかぶぶっっててくくだだささいい。。  

●●運運転転者者のの他他にに人人をを乗乗せせなないいででくくだだささいい。。  

●●急急なな発発進進・・旋旋回回・・停停止止ややススピピーードドのの出出ししすすぎぎはは

禁禁止止でですす。。ゆゆっっくくりり操操作作ししててくくだだささいい。。  

  

①① 発発進進ののししかかたた   

(1)昇降レバーでモアを上昇させます。 

(2)駐車ブレーキを解除してください。 

(3)走行ペダルを踏み込むと本機が動きます。 

 

〔〔取取りり扱扱いいのの注注意意〕〕  

●●走走行行すするるととききははエエンンジジンン回回転転をを上上げげててくくだだささ

いい。。守守ららなないいとと故故障障のの原原因因ににななりりまますす。。 

●●作作業業速速度度設設定定ペペダダルルをを操操作作すするるととききはは本本機機をを

停停止止ししててくくだだささいい。。動動いいてていいるるとときき操操作作すするる

とと故故障障のの原原因因ににななりりまますす。。  
 

②② 旋旋回回ののししかかたた  

  

●●本本機機をを旋旋回回ささせせるるととききはは、、十十分分減減速速ししててくくだだ

ささいい。。高高速速ののまままま旋旋回回すするるとと、、横横転転ししてて傷傷害害事事

故故をを起起すすここととががあありりまますす。。  

●●旋旋回回すするるととききはは、、作作業業終終了了後後のの地地形形ををよよくく把把

握握ししてて作作業業ををししててくくだだささいい。。  

●●機機械械がが停停止止ししたた状状態態ででののハハンンドドルル操操作作はは必必要要なな

時時以以外外ははししなないいででくくだだささいい。。芝芝をを傷傷めめたたりり、、機機械械

のの故故障障のの原原因因ととななりりまますす。。  

③③停停止止・・駐駐車車ののししかかたた  

  

  

  

●●本本機機かからら離離れれるるととききはは、、地地盤盤ののししっっかかりりししたた  

平平坦坦でで安安定定ししたた場場所所をを選選びび駐駐車車ししててくくだだささいい。。  

●●ややむむををええずず傾傾斜斜地地にに停停止止すするる場場合合はは、、本本機機をを横横

向向ききににししてて、、車車止止めめをを行行ななっっててくくだだささいい。。  

(1)走行ペダルから足を離します。 

(2)ブレーキペダルを踏みます。 

(3)駐車ブレーキをかけます。 

(4)モアを完全に下ろします。 

(5)エンジンを停止します。 

  

６６．．作作業業ののししかかたた  

本機には、作業機制御にマイコンを使った制御装置

が組み込まれて、高い作業能率を発揮します。より

安全に完成度の高い作業をするために、以下の説明

を十分理解され運転するようにしてください。 

 

本グリーンを刈込みする前に刈込みの練習をして、

モアの昇降タイミングをよく理解してください。 

 

 
●●圃圃場場内内のの障障害害物物はは、、ああららかかじじめめ取取りり除除いいててくくだだ

ささいい。。モモアアのの回回転転刃刃・・下下刃刃をを傷傷めめるるばばかかりりかか、、モモ

アア本本体体・・本本機機をを破破損損すするる事事故故ににつつななががりり大大変変危危

険険でですす。。  

●●作作業業前前にに本本機機周周辺辺１１００ｍｍ以以内内ににいいるる人人ややペペッットト

をを遠遠ざざけけててくくだだささいい。。  

●●作作業業前前にに安安全全にに作作業業ががででききるるよよううなな作作業業経経路路をを

計計画画しし、、ババンンカカーーやや低低木木ななどどのの障障害害物物及及びび急急傾傾

斜斜地地はは避避けけてて作作業業ししててくくだだささいい。。事事故故ににつつなながが

るるおおそそれれががあありりまますす。。  

  

①①モモアア使使用用上上のの注注意意  

初めてモアを使われる方、機械に慣れていない方

は平坦な場所で操作を良く覚えてから使用してく

ださい。 

  警警告告  

警警告告  

  
警警告告  



6

3399  

  

６６章章  運運転転とと作作業業ののししかかたた  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  
  
  
  
  
  
  

  

  

  

  

  

  

  

６６章章  運運転転とと作作業業ののししかかたた  

  
  

②②刈刈込込みみ作作業業  

  

刈込み作業は、グリーンの大きさ、形状、立木な

どの障害物の配置により適正な方法を決めてく

ださい。 

  

(1)エンジンを始動します。 

(2)作業開始位置まで本機を移動させます。 

(3)クラッチレバーを「入」にします。 

(4)作業速度設定ペダルを作業側にします。 

(5)エンジン回転数を最高回転にします。 

(6)刈取りボタンを押して点灯させます。 

(7)前進ペダルを踏み込んで走行を始めます。 

(8)刈込み開始地点の少し手前で昇降レバーを

下降側に押します。モアが下降し、回転刃

が回転します。  

(9)刈込み終了地点手前にきたら昇降レバーを

上昇側に上げます。モアが上昇し、回転刃

が停止します。 

(10)刈込みが終了したら刈取りボタンを押して

消灯させます。 

(11)クラッチレバーを「切」にします。 

 

 

 

 

●●刈刈込込みみ作作業業終終了了後後はは必必ずず刈刈取取りりボボタタンンはは消消灯灯

ささせせててくくだだささいい。。誤誤っってて昇昇降降レレババーーにに触触れれたた

ととききににモモアアがが意意図図せせずずにに下下ががりり、、機機械械がが損損傷傷

すするるののをを防防ぎぎまますす。。  

●●刈刈込込みみ作作業業終終了了後後ははククララッッチチレレババーーをを「「切切」」のの

位位置置ににししててくくだだささいい。。  

［［守守ららなないいとと］］  

意意図図せせずずにに回回転転刃刃がが回回転転ししケケガガををすするるおおそそれれ

ががあありりまますす。。  

●●本本機機はは構構造造上上、、後後進進ででのの刈刈込込みみ作作業業ははででききまま

せせんん。。  

 

 

 

●●エエンンジジンン回回転転中中ははモモアアにに手手足足ななどど絶絶対対にに近近づづ

けけなないいででくくだだささいい。。重重大大なな事事故故をを起起すすおおそそれれがが

あありりまますす。。 

●●モモアア内内部部のの芝芝をを取取りり除除くくととききはは、、必必ずずエエンンジジンン

をを停停止止ささせせ、、回回転転刃刃がが停停止止ししててかからら行行っっててくくだだ

ささいい。。回回転転刃刃がが回回転転しし、、重重大大なな事事故故をを起起すすおおそそ

れれががあありりまますす。。  

  

③③作作業業速速度度  

・良好な刈込み作業を行なうために、エンジン回

転数は最高回転数に設定してください。 

・本機の作業速度は「芝の状態」「仕上げ」「運転者

の熟練度」等状況に応じて設定してください。 

・過負荷での作業は避けてください。 

・「作業速度設定ペダル」を使用して作業を行なう

ことにより、一定速度での作業が可能となり、仕

上がりをより均一に保つことができます。 

  

④④傾傾斜斜地地ででのの芝芝刈刈作作業業  

 

 
●●転転倒倒ややススリリッッププのの危危険険性性ががああるる場場所所でではは運運転転しし  

なないいででくくだだささいい。。雨雨上上ががりりななどどはは特特ににススリリッッププ  
しし易易くくななりりまますすののでで、、作作業業ははししなないいででくくだだささいい。。  

●●傾傾斜斜地地でではは作作業業前前にに全全体体のの地地形形をを把把握握ししててかからら  
作作業業をを行行ななっっててくくだだささいい。。  

●●旋旋回回はは傾傾斜斜角角度度のの緩緩ややかかなな場場所所でで行行ななっっててくくだだ  
ささいい。。転転倒倒ののおおそそれれががあありりまますす。。  

●●１１５５度度以以上上のの急急傾傾斜斜地地ででのの作作業業はは、、ししなないいででくく

だだささいい。。転転倒倒ののおおそそれれががあありりまますす。。  
  
  
⑤⑤作作業業ロローーララーーククララッッチチ  

 

作業ローラークラッチは押し込むと「正転（ギヤケ

ース側からみて時計回り）」一段引くと「停止」い

っぱい引くと「逆転」の状態になります。 

危危険険 

注注意意  

警警告告  
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77．．トトララッッククへへのの積積みみ込込みみ・・積積みみ降降ろろししののししかかたた  

  
  
  

●●トトララッッククへへのの積積みみ込込みみ・・積積みみ降降ろろししはは、、平平坦坦でで交交

通通のの安安全全なな場場所所でで、、トトララッッククののエエンンジジンンをを止止めめ、、

動動かかなないいよよううににササイイドドブブレレーーキキををかかけけ、、車車止止めめをを

ししててくくだだささいい。。  

●●使使用用すするるああゆゆみみ板板（（道道板板））はは、、幅幅・・長長ささ・・強強度度

がが十十分分あありり、、ススリリッッププししなないいももののをを選選びびああゆゆみみ板板

ががははずずれれなないいよよううにに、、フフッッククををトトララッッククのの荷荷台台にに

ししっっかかりりかかけけててくくだだささいい。。  

●●車車両両ががああゆゆみみ板板のの上上でで横横すすべべりりししなないいよよううににタタ

イイヤヤにに付付いいたた泥泥ななどどをを落落ととししててくくだだささいい。。  

●●ああゆゆみみ板板のの上上でではは絶絶対対にに方方向向転転換換ししなないいででくくだだ

ささいい。。方方向向転転換換がが必必要要なな場場合合はは、、いいっったたんんああゆゆみみ

板板よよりり降降りりててかかららややりり直直ししててくくだだささいい。。  

  

①①ああゆゆみみ板板にによよるる積積みみ込込みみ・・積積みみ降降ろろしし  

〈〈ああゆゆみみ板板のの基基準準〉〉  

●長さ・・・・車の荷台高さの 3.5 倍以上 

●幅・・・・・40cm 以上 

●強度・・・・１００0kg に十分耐えられるもの 

●表面が滑らないように処理してあること 

●あゆみ板は、左右段違いにならないようにし、 

また荷台中心に対して左右均等な位置へ確実に

取り付けます。 

 

〈〈積積みみ込込みみ〉〉  

(1)モアがあゆみ板に当らないように上昇させま

す。 

(2)あゆみ板に対してまっすぐに方向を定めてゆっ

くり積み込みします。 

(3)脱輪しないように、ハンドルは慎重に操作して

ください。 

(4)積み込みが終了したら駐車ブレーキをかけ、エ

ンジンを停止させ、ロープで車両を確実に固定

してください。 

 

〈〈積積みみ降降ろろしし〉〉  

積み込みと逆の手順で行ってください。 

 

  
警警告告  

［［作作業業のの流流れれ］］  
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６６章章  運運転転とと作作業業ののししかかたた  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②運運搬搬のの方方法法  
  

  

  

●●丈丈夫夫ななロローーププをを本本機機フフッックク部部にに掛掛けけ、、確確実実にに固固

定定ししててくくだだささいい。。作作業業機機はは荷荷台台にに接接地地すするるままでで

下下降降ささせせてて確確実実にに固固定定ししててくくだだささいい。。守守ららなないい

ととトトララッッククののブブレレーーキキをを急急ににかかけけたた時時ななどどにに、、

本本機機がが荷荷台台かからら転転落落しし思思わわぬぬ傷傷害害事事故故のの原原因因

ににななりりまますす。。  

  

  

  

●トラックでの運搬時は、ボンネットが開かない

ようラッチにて確実にロックしてください。 

守らないと、風などによりカバーが開いて、 

思わぬ傷害事故の原因になります。 

 

●トラックでの運搬時は、シートがはねあがらな

いようにロープで固定してください。 

守らないと、風などによりシートが暴れ、思わぬ

傷害事故の原因になります。 

  

88．．自自走走ででききななくくななっったた時時のの牽牽引引  

  

万一油圧系統などの故障で自走できなくなっ 

たとき、アンロードバルブを押すことにより、 

油圧回路を開いて牽引走行ができる状態に 

することができます。 

 

牽引走行を行なうときは、本機を次の状態に 

してから行なってください。 

 

(1)エンジンを停止してください。 

(2)シート下側の「Ａ」の位置にあるボルトを外し

て「Ｂ」の位置に取付けます。 

(3)ボルト先端部でアンロードバルブを押し込むよ

うにねじ込み、長さを調整してください。 

 

 

(3)本機を牽引して、タイヤが回らないようであれ

ば、再度調整してください。 

 

 

警警告告  

  
注注意意  
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６６章章  運運転転とと作作業業ののししかかたた  

  

  

  

  

  

99．．パパワワーースステテアアリリンンググににつついいてて  

  

  

  

●エエンンジジンンのの運運転転中中はは、、ハハンンドドルル操操作作がが大大変変軽軽くく

ななっってていいまますすののでで、、高高速速走走行行時時ななどど、、慎慎重重にに行行

ななっっててくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、事事故故をを起起ここすすおお

そそれれががあありりまますす。。  

 

パワーステアリングは、エンジン運転中のみ作動

します。ただし、エンジン回転が低速の場合は、

多少ハンドルが重くなることがありますが異常

ではありません。 

 

〔取取りり扱扱いい注注意意〕〕  

●ハンドルをいっぱいに切るとリリーフ弁が 

働き、信号音がでます。短時間であればかま 

いませんが、この音が鳴ったままで運転しない 

でください。 

●走行しないでハンドルを切る（据え切り）こと 

は、タイヤやリムなどの損傷を早めますので、 

必要なとき以外は操作しないでください。 

 

 

 

1100．．ババケケッットトのの装装着着方方法法  

  

●ユニットを地表に降ろしてからバケットの装

着を行ってください。 

  

(1)前バケットの装着 

バケット金具にバケットを差し込みます。バケッ

トが斜めになっていたり、他の部品と干渉してい

ないか確認してください。 

 

 

(2)後バケットの装着 

バケット右側のフックを引っかけてから奥にス

ライドさせます。バケット後部を持ち上げてユニ

ットに装着します。バケットが斜めになっていた

り、他の部品と干渉していないか確認してくださ

い。 

 

 

  
注注意意  
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７７章章  作作業業後後のの手手入入れれののししかかたた  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

11．．作作業業後後のの手手入入れれ  
  

  

  

●●シシーートトををかかけけるる場場合合ははエエンンジジンンをを停停止止しし、、エエンン  

ジジンンややママフフララーーがが十十分分冷冷ええたたここととをを確確認認ししてて  

かかららかかけけててくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、火火災災をを起起ここ

すすおおそそれれががあありりまますす。。  
  

使用後、本機はエアブローしてください。 

モアは水洗いし、水洗い後エアブローして、水

分を飛ばしてください。 

各グリス注入部（グリスニップル）にグリスア

ップを行なってください。 
  

  

  

●●点点検検・・整整備備・・修修理理ををすするるととききはは、、必必ずずエエンンジジンン

をを停停止止ししててくくだだささいい。。守守ららなないいとと機機械械にに巻巻きき込込

ままれれてて、、傷傷害害事事故故をを起起すすここととががあありりまますす。。  

●●点点検検・・整整備備ををすするるととききはは、、ママフフララーーややエエンンジジンン

のの過過熱熱部部分分がが十十分分にに冷冷めめててかからら行行ななっっててくくだだ

ささいい。。守守ららなないいとと、、ヤヤケケドドをを負負ううおおそそれれががあありり

まますす。。  

  

［［取取扱扱いいのの注注意意］］  

●電装品には水をかけないようにしてください。

故障の原因となります。 
  

 

22．．ボボンンネネッットトのの着着脱脱ののししかかたた  

  

  

(1)  ボンネットのラッチを外し、ボンネットを後

に引いてください。 

危危険険  

 

フレームのキャッチ部からボンネット内側の 

ピンが外れますので、ボンネットを取り外すこと

ができます。 

 

 

 

(2)  ボンネットを装置する場合は、ボンネットピン

をキャッチに合わせ押し込み、ラッチで固定し

ます。 

 

警警告告  
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７７章章  作作業業後後のの手手入入れれののししかかたた  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

３３．．長長期期間間使使用用ししなないい場場合合のの手手入入れれ  
  

  

  

●●格格納納すするる場場合合はは、、ババッッテテリリをを取取りり外外しし、、キキーーをを

抜抜きき取取りり保保管管ししててくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、事事故故

をを起起ここすすおおそそれれががあありりまますす。。  
  

車両を長期間（一ヶ月以上）使用しない場合は、

次の要領で整備し格納してください。 

(1)乾燥した風通しの良い所でモアを降ろした状

態にして、下には板を敷いてください。 

(2)外部の錆びやすい部分に防錆油、またはエンジン

オイル・グリスを塗ってください。 

(3)燃料タンクに燃料を満タンにしてください。空

にしておきますと水滴ができ、サビの原因にな

ります。燃料コックは［C］（閉じの状態）にし

てください。 

(4)バッテリを完全に充電し、なるべく本機から取

り外して、風通しの良い冷暗所に保管してくだ

さい。また車両に取り付けたまま保管するとき

は、必ずアース側（－側）を取り外してくださ

い。 

(5)キーを抜き取り、車両以外の場所に保管してく 

ださい。 

 

[[取取りり扱扱いいのの注注意意]]  

●●ババッッテテリリはは使使わわななくくててもも自自然然放放電電ししまますす。。一一ヶヶ月月  

にに一一度度はは充充電電器器でで完完全全充充電電ししててくくだだささいい。。  

 

警警告告  
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88 章章  モモアアのの取取りり扱扱いい  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  
  
  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

11．．モモアアのの取取りり外外ししののししかかたた  
  

  
●●モモアアのの取取りり付付けけ、、取取りり外外ししはは平平坦坦でで安安定定ししたた

場場所所でで行行ななっっててくくだだささいい。。夜夜間間はは適適切切なな照照明明

ををししててくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、事事故故をを引引ききおお

ここすすおおそそれれががあありりまますす。。  

●●本本機機をを移移動動すするるととききはは、、本本機機のの周周辺辺ややモモアアのの

間間にに人人がが入入ららなないいよよううににししててくくだだささいい。。守守らら

なないいとと、、事事故故をを引引ききおおここすすおおそそれれががあありりまますす。。  

●●モモアアのの取取りり付付けけ、、取取りり外外しし作作業業をを行行ななううとときき

はは、、必必ずずエエンンジジンンをを停停止止ささせせ、、カカッッタターーのの回回

転転がが止止ままっっててかからら行行ななっっててくくだだささいい。。 

 

(1) 駐車ブレーキをかけます。モアを完全に下

ろし、エンジンを停止します。 

(2) ギヤモーターを固定しているボルトをゆる

め、ギヤモーターを反時計回りに回した後、

外側に引き抜いて外してください。 

 

 

(3) ピンを抜き、ワッシャを外します。 

 

  

(4)  Ｒピン・平頭ピンを抜き、吊上げチェーンを 

取り外します。 

 

（（注注意意））組立の際に、平頭ピンの差し込み方向を 

間違わないでください。 

(5)ローリングアームを上方に抜きます。 

手を挟まぬよう十分注意してください。 

（ボルトの調整具合によりアームが斜めになり、 

抜けない場合があります。その場合、ボルト位置 

を調整してください。） 

 

●リアユニットは外に引き出すことにより、着脱 

が容易におこなえます。 

  

 

  
警警告告  
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88 章章  モモアアのの取取りり扱扱いい  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（リリヤヤアアーームムのの操操作作方方法法））  

警警告告  

●引引きき出出しし操操作作をを行行ううととききはは、、必必ずず平平坦坦なな場場所所

ででエエンンジジンンをを停停止止ささせせててかからら行行っっててくくだだささ

いい。。  

●●引引きき出出しし、、格格納納すするるととききににはは引引出出ししアアーームムのの

周周辺辺やや本本機機ととのの間間にに人人がが入入ららなないいよよううににししてて

くくだだささいい。。傷傷害害事事故故ををおおここすすおおそそれれががあありりまま

すす。。  

●●引引出出ししアアーームムはは格格納納後後ハハンンドドルルをを引引いいてて確確実実

ににロロッッククさされれてていいるるここととをを確確認認ししててくくだだささ

いい。。ロロッッククがが確確実実ににおおここななわわれれずずにに走走行行すするる

とと、、アアーームムがが開開きき事事故故ををおおここすす可可能能性性ががあありり

まますす。。  

 

 

(1)エンジンをかけ、ユニットを上昇させます。 

(2)エンジンを停止します。 

(3)ピンを抜きます。 

  

(4)レバーを握りロックを解除します。「カチッ」 

と音がしたらレバーを放します。 

（（注注意意））レバーは必ず放してからハンドルを 

引っ張ってください。 

 

(5)ハンドルを握りリヤアームを引出します。 

 
（（注注意意））勢いよく引き出さないでください。 

(6)引き出した後、固定レバーを固定側にして 

ください。 

 
（（注注意意））格納時の固定レバー戻し忘れ注意 

(7)格納は固定レバーを解除したあと、確実に 

ロックされるまで引出しアームを戻します。ハ 

ンドルを引いて確実にロックされていること 

を確認してください。 

(8)ピンを差します。 



8

4477  

  

88 章章  モモアアのの取取りり扱扱いい  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

  

  

  

  

  

22．．切切れれ味味のの調調整整  

  

●●本本機機はは出出荷荷時時にに輸輸送送ななどどににおおけけるる回回転転刃刃にに  

よよるる事事故故をを防防止止すするるたためめ、、回回転転刃刃とと下下刃刃のの間間隔隔  

をを広広くくししててあありりまますすののでで、、芝芝刈刈作作業業前前にに間間隔隔をを  

調調整整すするる必必要要ががあありりまますす。。  

●●使使用用中中にに切切れれ味味がが悪悪くくななっったた場場合合はは回回転転刃刃をを  

研研磨磨しし直直しし、、回回転転刃刃とと下下刃刃のの間間隔隔をを調調整整すするる必必  

要要ががあありりまますす。。  

  

危危険険  

●調調整整をを行行ななううととききはは、、必必ずずエエンンジジンンをを停停止止  

  ささせせ、、回回転転刃刃のの回回転転がが止止ままっっててかからら行行ななっってて  

くくだだささいい。。  

●●回回転転刃刃のの回回転転はは必必ずず刃刃合合わわせせ金金具具をを使使用用しし  

ててくくだだささいい。。  

●●回回転転刃刃にに手手でで直直接接触触れれなないいででくくだだささいい。。  

  

 
(１)回転刃の中央・左右の３ケ所について、短冊 

型に裂いた新聞紙を回転刃と下刃の間にはさ 

み、刃合わせ金具で回転刃を上から下の方向に 

回し、切れ味をテストしてください。 

 

●新新聞聞紙紙がが切切れれなないい場場合合はは、、回回転転刃刃とと下下刃刃のの間間隔隔  

がが広広すすぎぎまますす。。 

●●間間隔隔がが広広すすぎぎるる場場合合はは次次項項のの手手順順でで調調整整ししてて  

くくだだささいい。。  

  

  

(２)スパナで下刃調整ハンドル（右）（左）を時計方

向に回し、回転刃と下刃の間隔をせまくしてくだ

さい。 

●●回回転転刃刃とと下下刃刃のの間間隔隔はは下下刃刃調調整整ハハンンドドルルをを時時計計

方方向向にに回回転転ささせせるるととせせばばままりり、、反反時時計計方方向向にに回回転転

ささせせるるとと広広ががりりまますす。。  

  
 

(３)回転刃の中央、左右の３ケ所について、短冊 

 型に裂いた新聞紙で切れ味をテストし、新聞紙 

がよく切れるまで調整を繰り返してください。 

  
●●全全ててののブブレレーードドでで新新聞聞紙紙ががどどのの位位置置ででもも同同じじよよ

ううにに切切れれるるよよううににななりり、、回回転転にに異異常常ががなないいここととをを

確確認認ししててくくだだささいい。。  

●●調調整整ししててもも切切れれ味味がが向向上上ししなないいととききははララッッピピンン

ググ（（研研磨磨））ししててくくだだささいい。。  

（（PP5511 ララッッピピンンググ（（研研磨磨））にによよるる切切れれ味味調調整整参参照照））  
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＜＜後後ロローーララーーのの平平行行調調整整＞＞  

(3)回転刃と下刃の刃合わせをした後、下刃調整ハ

ンドルを１/２回転締め込みます。 

回転刃が固定され、回らない状態になります。 

 

(4)後ローラブラケットを希望の穴位置に合わせ、

ユニットを定盤に押し付けながらボルト固定側

を先に固定します。 

 
(5)偏心カム側は位置調整をするので、軽く固定し

ます。 

 

(6)回転刃の真下と下刃の先端に当るように５～

6mm のキー材を左右両側２ヶ所に置きます。 

このとき前ローラー・作業ローラーは定盤に当ら 

ないように上げておきます。 

  

３３．．刈刈りり高高ささのの調調整整  

  

●刈刈高高のの調調整整はは回回転転刃刃とと下下刃刃のの刃刃合合わわせせををしし  

ててかからら行行ななっっててくくだだささいい。。  

●●刈刈高高のの調調整整はは１１ケケ所所だだけけででななくく３３ケケ所所ののモモ  

アアユユニニッットトすすべべててをを行行ななっっててくくだだささいい。。  

●●芝芝生生をを必必要要なな高高ささにに刈刈りりそそろろええるるににはは、、前前  

ロローーララとと後後ロローーララのの高高ささをを調調整整ししてて行行なないい  

まますす。。  

 

(１) モアを上昇させエンジンを停止します。 
(２) 後ローラブラケットが希望の刈高範囲にあ

るか確認します。 
 
＜＜刈刈高高範範囲囲にによよるる後後ロローーララブブララケケッットト締締付付位位置置＞＞  

 
ブブララッッケケッットト  

締締付付けけ位位置置  
③③  ②②  ①①  

刈刈高高ささ（（mmmm））  1100 以以下下  1100～～2200  2200～～3300  

 

●後ローラブラケットの位置を変更したときに

は、回転刃との平行調整をする必要がありま

す。（出荷時は調整済みです）この場合は、モ

アを本機から外して定盤の上で調整してくだ

さい。 

●後ローラブラケットの位置を変更しない場合 

はモアを本機に付けたままでも刈高さの調整

ができます。＜前ローラの高さ調整＞（次項）

に進んでください。 
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(12)前ローラーと後ローラーの接地面に刈高ゲ

ージを当て、ゲージ中央部のネジの首下が下

刃上面と一致するように刈高さ調整ナットに

て調整します。 

 

 

(13)前ローラーの左右について取付け位置の調

整が終了したら、固定ナットを締め、前ロー

ラーの高さを固定します。 

  
  
  
  

(7) 回転刃をキー材に当てたまま後ローラーの 

下に短冊状の新聞紙を入れ、定盤と後ローラー

のすきまを確認します。幅方向左右とも定盤に

当り新聞紙が入らないように偏芯カムを回し調

整します。（又は 0.1mm シックネスゲージ） 

又、後ローラブラケットはなるべくフレームと

平行となるようにしてください。 

 

(8)すきまの調整が終わったら偏芯カムが回ら 

ないように押さえながらボルト締め付け固定し 

ます。 

 

(9)下刃調整ハンドルをゆるめて、再度刃合わせ

をします。 

 

＜＜前前ロローーララーーのの高高ささ調調整整＞＞  

(10)刈高ゲージのネジの蝶ナットをゆるめ、ネジ 

頭の底部とゲージの間（ネジの首下）を物差し 

で測り、刈高と同じ寸法になるように調整し、 

蝶ナットを締めてネジを固定します。 

●ここのの寸寸法法がが芝芝生生のの刈刈高高ににななりりまますす。。 

  

(11)前ローラブラケットを固定しているナット

を左右ともゆるめます。 
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４４．．作作業業ロローーララーーのの調調整整  

 

●刈り高さの調整は８－３項で説明しています

が、ここでは、作業ローラーの調整について説

明します。 

●刈り高さを 5mm、作業ローラーを 4mm にす

る場合を例に説明します。 

 
(1) 刈高ゲージの２ヶ所のネジが図のように互い

に向かい合うようにセットします。 

 

(2) 刈高ゲージの中央のネジ頭の底部とゲージの

間（ネジの首下）を 5mm に調整し、蝶ナッ

トで固定します。 

この寸法が芝の刈高さになります。 

 

(3) もう一方はネジの先端が刈高ゲージから出る

高さを 4mm に調整し、蝶ナットで固定しま

す。 

この寸法が作業ローラーと地表の間隔になり

ます。 

 

(4)作業ローラー高さ調整ノブ（左、右）の固定 

用ナットをゆるめてください。 

 

(5)刈高さ調整後、前ローラーと後ローラーの下 

面に刈高ゲージを当て、ゲージのネジの突き出 

した先端が、作業ローラーの先端に接触するよ 

うに、作業ローラーノブを回してください。 

 

調整ノブは時計方向に回すと作業ローラーが 

上がり、反時計方向に回すと下がります。 

 

(6)左右について高さ調整を行ない、作業ローラ 

ーの位置が決まったら固定用のナットを確実 

に締め、作業ローラーの高さを固定してくだ 

さい。 

 

●作業ローラーを使用しないときは、都度調整を

おこなわなくても、5mm 程上げておくことが

できます。 

一旦、左右の固定用ナットをゆるめ、作業ロー

ラーノブを引き上げたまま半回転させ、下図の 

「作業ローラー不使用時」の状態にしてから固 

定ナットを締め付けます。 

  
●作業ローラーの高さ調整は「作業ローラー 
使用時」の状態で行ってください。 
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５５．．ララッッピピンンググ（（研研暦暦））にによよるる切切れれ味味のの調調整整  

警警告告  

●●回回転転刃刃をを手手動動でで回回転転ささせせるるととききはは必必ずず刃刃合合わわせせ

金金具具をを使使用用ししててくくだだささいい。。  

●●回回転転半半径径内内にに、、手手足足顔顔をを近近づづけけなないいででくくだだささいい。。  

●●衣衣類類がが回回転転物物にに巻巻きき込込ままれれるるここととののなないいよようう、、

作作業業にに適適ししたた服服装装ををししててくくだだささいい。。  

●●研研磨磨剤剤はは、、必必ずずブブララシシでで回回転転刃刃にに塗塗布布ししててくくだだ

ささいい。。  

 

(1) リヤユニットを引出し位置にしてください。 

（P46 参照） 

(2) モアを下降させエンジンを停止してください。 

(3) モーターは付けたままモアを外し（P45参照）、

モアを立ててメンテナンス姿勢にします。 

 

(4)ラッピングバルブのロック用ナットをゆるめ、

ノブを「停止」側に回してください。（反時計回

り）ナットをゆるめる際は、他の部分のナット

がゆるまないように注意してください。ゆるん

でしまった場合は締め直してください。 

●この状態にすると、回転刃を手動で軽くまわせ

るようになります。 

 

 

  
(5)短冊型に裂いた新聞紙を回転刃と下刃の間に 
はさみ、刃合わせ金具で回転刃を上から下に回 
して切り、切れ味をテストして切れ味の良いと 
ころにチョークなどで印をつけます。 
 

●回転刃と下刃があまり強く嚙み合った状態で 
ラッピングをすると均一に仕上がりませんの 
で、噛み合いは緩めに行い、切れ味が悪い場合 
は、ラッピングと刃合わせを繰り返し行って少 
しずつ研磨するようにしてください。 
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(6) 研磨するモア用のラッピングバルブのノブを

「回転」側（時計回り）にいっぱいまで締め込

みます。 

 

(7)エンジンを始動して、クラッチレバーを入れ

てからラッピングボタンを押すとラッピング

ボタンが点灯し、回転刃が逆回転します。 

回転しない場合は、アクセルレバーにてエンジ 

ン回転を上げて回転数を調整します。 

 

●リヤアームが下がっていないとセンサーが反 

応し、回転しません。リヤアームが下がってい 

る事を確認してください。 

 

(8)ブラシに研暦剤をつけ、前頁(5)項で印をつけ

たところに塗布します。 

 

●切れる部分に研磨剤の塗布をするのは、切れる

部分が高く、切れない部分が減ってしまって

低くなっているためで、高い部分の刃を磨り

落とし、高さを均一にするためです。 

●研磨剤はラッピングコンパウンド（#180～

#220）とオイル（または中性洗剤）を１：

３～４の割合で混合したものを使用してくだ

さい。 

 

 

●ブブララシシはは柄柄のの長長いいももののをを使使用用しし、、回回転転刃刃にに巻巻きき

込込ままれれなないいよよううにに注注意意ししててくくだだささいい。。  

●●保保護護メメガガネネをを使使用用しし、、研研磨磨剤剤がが目目にに入入ららなないいよよ

ううににししててくくだだささいい。。  

 
(9)段階的に研磨剤を塗る箇所を広げて研磨作業 

を繰り返します。 

 

(10)最後に研磨剤を回転刃全体に均一に塗り、仕 

上げ研磨をします。 

 

(11)仕上げ研磨が終わったら、研磨剤をよく洗い 

流します。 

 

重重要要  

●高高圧圧洗洗浄浄機機にによよるる洗洗浄浄ははししなないいででくくだだささいい。。  

ララベベルルののははががれれやや内内部部へへのの水水のの侵侵入入にによよりり、、  

故故障障のの原原因因ととななりりまますす。。  

 

(12)切れ味の調整を行います。 

 

(13)全てのラッピングバルブを締め込み、ロック 

用ナットで固定します。 

 

(14)モアを元の状態に本機に取付けます。 

警警告告  
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６６．．リリフフトトアアーームム吊吊上上げげススププリリンンググのの調調整整  
●●各各モモアアににはは、、リリフフトトアアーームム吊吊上上げげススププリリンンググがが

付付いいてていいまますす。。  
ススププリリンンググははリリフフトトアアーームムのの重重量量をを受受けけモモアア

重重量量だだけけががググリリーーンンににかかかかるるよよううにに調調整整さされれ

てていいまますす。。刈刈りり込込みみ品品質質をを最最適適化化すするるたためめススププ

リリンンググをを点点検検ししててくくだだささいい。。  

 

●●出出荷荷時時ははＡＡのの寸寸法法ががフフロロンントトユユニニッットトのの２２連連

はは 1155..55mmmm、、リリヤヤユユニニッットトはは 1188..55mmmm にに調調

整整さされれてていいまますす。。  

 

７７．．スストトッッパパーーのの調調整整  
●●ココーースス間間移移動動時時ににモモアアのの損損傷傷をを防防止止すするるたためめ

にに、、各各モモアアユユニニッットト部部ににスストトッッパパーーがが設設けけててああ

りりまますす。。  
出出荷荷時時ににはは調調整整ししててあありりまますすがが、、モモアアののゆゆれれがが

大大ききくくななっったた時時ににはは各各スストトッッパパーーをを再再調調整整しし

ててくくだだささいい。。  

 

 

 

（１）フロントは左下図の「傾き調整ボルト」で傾き

を調整し、両外側のストッパー金具にモア後部

のパイプが当り、揺れが止まる程度に合わせま

す。 
●●強強くく当当ててすすぎぎるるととスストトッッパパーーややモモアアにに無無理理がが

かかかかりり、、損損傷傷すするるここととががあありりまますすののでで注注意意ししてて

くくだだささいい。。  
  
（２）リヤも同様に左下図の「傾ぎ調整ボルト」で傾

きを調整し、下図の左右ストッパー金具がモア

後部のパイプに当る程度に調整してください。 
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（（リリヤヤ振振れれ止止めめスストトッッパパーー））  

●リヤアームを引き出した状態でもモアが揺れ 

ないようにロッド長さを調整してください。 

●モアは最上昇させた状態で調整してください。 

 

(1) リヤアームを引き出します。 

(2) ロッド両端のナットをゆるめます。 

(3) ロッドを回して長さを調整します。 

●張り過ぎに注意してください。ロッドの変形や 

機械の故障につながるおそれがあります。 

(4) 長さが決まったら、ロッド両端のナットを 

固定します。 

 

●傾き調整ボルトも同時に調整し、モアが水平に 

なるように調整してください。 

 

８８．．遮遮風風板板のの調調整整  

警警告告  

●●必必ずずエエンンジジンンをを停停止止ししてて調調整整ししててくくだだささいい。。  
●●ババケケッットトへへのの刈刈りり芝芝のの飛飛びび方方はは、、芝芝のの状状態態にによよ

っってて変変わわりりまますす。。一一度度芝芝をを刈刈りり，，結結果果ををみみてて調調

整整ししててくくだだささいい。。  
●●調調整整すするるここととにによよりり、、刈刈りり芝芝のの飛飛びび方方がが変変わわりり

まますす。。  
（１）カッターカバーの上面にある両左右のナット

およびスプリングを両手で持ち、前後に動かし

ます。 

  

●芝が濡れている時や、走行スピードが遅い時、刈

刃回転が遅い時は、遮風板を（ＷＥＴ）の位置に

します。 
●芝が乾いている時や、走行スピードが速い時、刈

刃回転が速い時は、遮風板を（ＤＲＹ）の位置に

します。 
 
(2)回転刃が減って直径が小さくなったり、更に調

整したいときは下図ボルトを緩め、カッターカバ

ーを上下に動かしてすきまを調整します。 

  
●●回回転転刃刃とと遮遮風風板板がが干干渉渉ししなないいよよううにに注注意意ししてて  

くくだだささいい。。  
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９９．．刈刈取取りり位位置置（（オオフフセセッットト））のの調調整整  

●グリーン上の芝生をお客様の好みに合わせて

刈る為に、刈取り位置の調整ができます。一度

芝生を刈り、その結果をみてから調整してくだ

さい。 

※芝生への喰い込み方に不満がある時以外は、調

整しないでください。 

●調整することにより、芝生への喰い込み方が変

わってきます。 

●調整する際には本機からモアを外し、定盤の上

で調整してください。回転刃と後ローラーの平

行が出ていないと、左右で刈り込み具合が変わ

ってしまいます。 

(1)刃合わせをします。 

(2)刃合わせをした状態から更に下刃調整ハンド

ルを 1/２回転締め込みます。回転刃が回らな

い状態になります。 

(3)作業ローラー付きの場合は作業ローラーとギ

ヤＢＯＸを外します。Ｓ仕様の場合は鋳物のウ

エイトを外します。 

(4)ボタンボルトをゆるめます。 

 

(5)反対側の皿ボルトをゆるめます。 

 （トルクスボルト；サイズＴ４０） 

  

(6)位置決め用ネジを外します。 

 

(7)下図を参考に位置決め用ネジをセットして締め

込みます。 

●数字が小さくなるほど下刃は水平に近づき、芝か

じりしにくくなります。逆に数字が大きくなるに

つれ、下刃の角度がついてきて低く刈るようにな

ります。 

  

  

(8)位置が決まったら、皿ボルトを均等に締め付け 

ます。（締め付けトルク 14.7Ｎｍ）締めすぎに 

注意してください。分解出来なくなるおそれがあ 

ります。 

 

(9)ボタンボルトを均等に締め付けます。（締め付け 

トルク 14.7Ｎｍ）締めすぎに注意してください。 

 分解出来なくなるおそれがあります。 

 

●皿ボルトやボタンボルトは工具差し込み部分が 

変形していないものを使用してください。次回分 

解するときに分解出来なくなるおそれがありま 

す。 

 

(10)位置決め用ネジにゆるみがないか確認しま 

す。 

 

位置決め用
ネジ位置

刈取りに与える影響

4 ・芝かじりしにくい
・喰い込みは悪い

6 ・標準位置

8

10

・芝かき上げ用
・喰い込みが良い
・ゼブラ模様が出ない
・低刈りに向いている
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88 章章  モモアアのの取取りり扱扱いい  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

(11)下刃の刃先部分の両側にキー材を置き、 

 フレームを押さえつけます。この時前ローラー

は浮かせた状態にします。 

 

 

(12)後ローラーと定盤の間にすきまがないこと

を確認します。すきまがあった場合は回転刃と

後ローラーは平行ではありません。後ローラー

の平行調整（P48 参照）を行い、すきまがない

状態にします。 

 

(13)下刃調整ハンドルをゆるめて刃合わせをし

ます。 

 

(14)取り外した部品（ギヤＢＯＸ、ウエイト等）

を元通りに取付けます。  
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●●点点検検・・整整備備はは、、交交通通のの危危険険ががななくく車車両両がが倒倒れれたた

りり動動いいたたりりいいなないい平平坦坦でで安安定定ししたた場場所所でで、、駐駐車車

ブブレレーーキキをを掛掛けけ、、車車止止めめををししててかからら行行ななっっててくく

だだささいい。。守守ららなないいとと、、転転倒倒ななどどのの事事故故ををおおここすす

おおそそれれががあありりまますす。。  

  

  

  

●●半半年年毎毎にに定定期期点点検検・・整整備備をを受受けけ、、各各部部のの保保守守をを

ししててくくだだささいい。。特特にに燃燃料料パパイイププはは２２年年毎毎にに交交換換

ししててくくだだささいい。。守守ららなないいとと整整備備不不良良にによよるる事事故故

やや機機械械のの故故障障ををままねねくくおおそそれれががあありりまますす。。  

●●点点検検・・整整備備・・修修理理ををすするるととききはは、、必必ずずエエンンジジンン

をを停停止止ししててくくだだささいい。。  

●●点点検検・・整整備備ななどどでで取取りり外外ししたたカカババーー類類はは、、  

必必ずず取取りり付付けけててくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、機機械械にに

巻巻きき込込ままれれてて傷傷害害事事故故ををおおここすすおおそそれれががあありり

まますす。。  

●●ボボルルトト・・ナナッットトががゆゆるるんんででいいるる箇箇所所をを発発見見ししたた

らら速速ややかかにに規規定定のの締締付付トトルルククでで締締付付けけててくくだだ

ささいい。。（（ＰＰ8800 参参照照））  

  

点検・整備を毎日行なうことにより、機械の性能

が十分発揮され、安全で快適な作業が行なえます。

機械の整備不良による事故などを未然に防止す

るために、半年毎に販売店で定期点検・整備を受

け、各部の安全を確保してください。 

特に燃料パイプ・パワーステアリングのホース

などの、ゴム類や電気配線は２年毎に交換する

ようにして、常に機械を最良の状態で安心して

作業が行なえるようにしてください。 

  警警告告  

 

  注注意意  
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99 章章  定定期期のの点点検検・・整整備備ののししかかたた  

１１．．定定期期点点検検一一覧覧表表  

〇〇  点点検検    ●●  交交換換      

50 100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

時
間
目

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ＨＳＴオイル 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● 61

エンジンオイルフィルタ ● ● ● ● ● ● 62

オイルフィルタ：ＨＳＴ ● ● 62

オイルフィルタ：リール ● ● 63

サクションストレーナ ● ● 63

燃料フィルタ（カップ） 洗浄 洗浄 洗浄 洗浄 洗浄 洗浄 63

メイン燃料フィルタ ● ● ● ● ● ● 63

エアクリーナ
（エレメント）

洗浄 ● 洗浄 ● 洗浄 ● 洗浄 ● 洗浄 ● 洗浄 ● 64

点火プラグ 〇 ● 〇 ● 〇 ● 〇 ● 〇 ● 〇 ● 64

バッテリ液 65

グリスアップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 66

Ｖベルト 調整 〇 〇 調整 〇 〇 〇 調整 〇 〇 〇 調整 68

タイヤ空気圧 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 68

タイヤホイール締付トルク 〇 〇 〇 68

２５時間毎に点検

エンジンオイル 60

参　照
ページ

　　　　アワメータ表示時間

実施項目

最初の８時間経過後、８時間ごとまたは毎日点検

  

  

２２．．燃燃料料・・オオイイルル・・ググリリススににつついいてて  

  
  

  

  

  

  

  

燃  料 （Ｆ） 自動車用無鉛ガソリン

エンジンオイル （Ｅ．Ｏ．） １０Ｗ−３０ ＳＦクラス以上

油圧オイル （Ｈ．Ｏ．） シバウラＨＳＴオイル

グリス （Ｃ．Ｇ．） 万能グリスＮｏ２

バッテリ液 （Ｄ．Ｗ．） 蒸留水
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99 章章  定定期期のの点点検検・・整整備備ののししかかたた  

３３．．給給油油・・給給水水一一覧覧表表  

  

  

  注）上記以外の各種ピン・リンク等へも適時注油してください。 

  

給油
メンテナンス
項目

給
油
の
種
類

給
油
量
（
Ｌ
）

点
検
給
油
時
間

交
換
時
間

サ
ー
ビ
ス
箇
所

1 作業機（モア） C.G. 50 30
2 ポンプクラッチ系 C.G. 50 1
3 リフトアーム関係 C.G. 50 11
4 オイルタンク H.O. 23 50 300 1
5 燃料タンク F. 20 1
6 エンジンオイル E.O. 1.6 8 50 1
7 ジョイント C.G. 50 1
8 ステアリング系 C.G. 50 3
9 ブレーキシャフト C.G. 50 2
10 バッテリー D.W. 25 1
11 リフトシリンダー C.G. 50 3

始動前
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４４．．燃燃料料のの点点検検・・給給油油ののししかかたた  

  

  

  

●●燃燃料料補補給給はは、、くくわわええ煙煙草草やや裸裸火火照照明明はは絶絶対対  

ににししなないいででくくだだささいい。。  

●●燃燃料料をを補補給給ししたたととききはは、、燃燃料料キキャャッッププをを確確実実にに

締締めめ、、ここぼぼれれたた燃燃料料ははききれれいいにに拭拭きき取取っっててくくだだ

ささいい。。  

●●エエンンジジンン回回転転中中ややエエンンジジンンがが熱熱いい間間はは、、絶絶対対にに

給給油油ししなないいででくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、火火災災をを起起

ここすすおおそそれれががあありりまますす。。  

 

(1)燃料計で残量を点検して、少ないようでした

ら本機右側の燃料キャップを外し、給油口よ

り補給します。 

  

  

〔〔取取りり扱扱いいのの注注意意〕〕  

●タンク内の燃料が少ないと、斜面走行時に燃料

切れをおこす可能性があります。早めに給油し

てください。 

●きれいで新しい無鉛ガソリンを使用してくだ

さい。 

 

 

 

●●給給油油はは燃燃料料計計でで FFUULLLL ににななっったたらら、、そそれれ以以上上

はは入入れれなないいででくくだだささいい。。（（給給油油口口かからら１１７７ｃｃｍｍ

下下ままでで））守守ららなないいとと、、傾傾斜斜地地でで燃燃料料ががああふふれれ、、

火火災災ををおおここすすおおそそれれががあありりまますす。。  

55．．各各部部ののオオイイルルのの点点検検・・交交換換ののししかかたた  

  

  

  

●●エエンンジジンン回回転転中中ややエエンンジジンンがが熱熱いいととききはは、、絶絶対対にに

注注油油ししなないいででくくだだささいい。。守守ららなないいとと火火災災をを起起ここしし

たたりり、、ヤヤケケドドををすするるおおそそれれががあありりまますす。。  

  

●●エエンンジジンン停停止止直直後後ののオオイイルル交交換換ははししなないいででくくだだ

ささいい。。守守ららなないいとと火火災災をを起起ここししたたりり、、ヤヤケケドドををすす

るるおおそそれれががあありりまますす。。  

  

①①エエンンジジンンオオイイルル    

〈〈点点検検〉〉  

検油ゲージを抜いて先端をきれいに拭いてから

差込み、再び抜いてゲージの上限と下限の間にオ

イルがあるか調べます。不足しているときは、給

油口より検油ゲージ規定量まで入れてください。 

  

  

 

  

  

  

危危険険  危危険険  

  危危険険  
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99 章章  定定期期のの点点検検・・整整備備ののししかかたた  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

〔〔取取りり扱扱いいのの注注意意〕〕  

●オイルの量は、エンジン始動前か冷えていると

きに調べてください。 

●オイルの量を点検するときは水平な所に止め

水平な状態で点検してください。 

●交換した排油は、絶対に川や下水道に流したり

せずに、専門業者に引き取ってもらうなどの適

切な方法で処分してください。 

〈〈交交換換〉〉 

エンジンがまだ暖かい内にオイルを抜き取り

ます。エンジン後方下部のドレンプラグより排

出してください。完全にオイルが排出されたら

ドレンプラグを締め、新しいオイルを給油口か

ら入れてください。 

 

 

エンジンオイル交換は、最初は８時間、2 回目

以降は５0 時間毎かシーズン毎に交換してくだ

さい。 

 

●エンジンオイルは必ずＡＰＩ＿ＳＦクラス以

上のものをお使いください。守らないとエンジ

ン故障の要因になります。 

 

②②ＨＨＳＳＴＴオオイイルル  
  HST オイルは 300 時間毎に交換してください。 

 〈〈点点検検〉〉  

作業機を下降させて油圧タンク左側のレベルゲ

ージの油面を確認し、液面が中心より下にある

場合は給油口より規定量（レベルゲージの１/２
から２／３）まで入れてください。 

＜＜給給油油口口のの外外しし方方＞＞  

プライヤー等で給油口根本のブッシングの部分

からゆるめ取り外してください。 

 

 

注注意意  
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66．．各各部部エエレレメメンントトのの交交換換ののししかかたた  

①①エエンンジジンンオオイイルルフフィィルルタタ 

フィルタはカートリッジタイプになっていま

す。最初は 50 時間、２回目以降は１00 時間

毎に交換してください。 

 

〈〈交交換換〉〉  

(1)エンジンオイルを抜き取ったあと、カートリ

ッジを左側に回して外します。  

(2)新しいカートリッジの底面にあるガスケット

に新しいオイルを薄くぬります。 

(3)ガスケットがフィルタアダプタに触れるまで

手でねじ込みます。さらに 1/2～3/4 回転手

で回して締めます。 

(４)エンジンオイルを交換後、エンジンを始動し 

アイドリングで運転させてオイルもれがない

か調べます。 

(５)エンジンを停止して、もう一度検油ゲージで

オイル量の点検をし、不足していれば補給し

ます。 

②②オオイイルルフフィィルルタタ  

 オイルフィルタはカートリッジタイプになっ

ています｡ 最初は 50 時間､ ２回目以降は

300 時間毎に交換してください｡ 

 

＜＜交交換換＞＞  

  

油圧オイルタンク下部のドレンプラグより排出

してください。オイルを抜くときは、オイルが暖

かいうちに抜くときれいに抜けます。（熱いオイ

ルはヤケドの危険があります。適度に冷ました後

作業してください。） 

完全にオイルが排出されたらドレンプラグを締

め、新しいオイルを給油口から入れてください。 
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1)オイルフィルタに付着した汚れを抜き取り、フ

ィルタレンチでオイルフィルタを回して外しま

す。 

(2)新しいフィルタ底面にあるガスケットに新しい

ＨＳＴオイルを薄くぬります。 

(3)ガスケットがフィルタアダプタに触れるまで手

でねじ込みます。さらに 1/2～3/4 回転手で回

して締めます。 

(3)フィルタ交換後､ エンジンをアイドリングにし

て レベルゲージの油面を点検し､不足している

場合はＨＳＴオイルを補給してください｡ 

  

③③ササククシショョンンスストトレレーーナナ  

サクションストレーナの交換は、油圧タンクのオ

イル交換時に一緒に行ってください。 

  

オイルタンク上部のふたを外しオイルタンク内

のサクションストレーナを外して交換してくだ

さい。 

  

  

④④燃燃料料フフィィルルタタ  

フィルタカップは 100 時間毎に洗浄してくださ

い。 

 

〈〈洗洗浄浄〉〉  

(1)燃料コックを［ＯＦＦ］（閉）位置にします。 

(2)フィルタカップを外し、フィルタカップ内の 

水、ゴミを取り除きます。アミ部も清掃します。 

(3)フィルタの洗浄が終わったら元通りに取付け燃

料コックを［OＮ］（開）位置にします。 

  
  

⑤⑤メメイインン燃燃料料フフィィルルタタ（（イインンラライインンフフィィルルタタ））  

メイン燃料フィルタは 100 時間毎に交換し 

てください。 
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(3)プレクリーナをカートリッジから外します。 

※※カカーートトリリッッジジをを外外すすとときき、、ゴゴミミががキキャャブブレレタターー  

内内にに入入ららなないいよよううにに注注意意ししててくくだだささいい。。  

(4)プレクリーナは家庭用中性洗剤を使って、水洗

いした後、清潔な布で押して乾かします。 

(５)カートリッジを点検し、破損や汚れがある場合

は交換します。 

 

注）カートリッジの清掃は軽くたたきながら埃を落

としてください。カートリッジには高圧空気を吹

き付けたり、オイルを染み込ませたりしないでく

ださい。 

 

(６)プレクリーナをカートリッジに装着します。 

(７)カートリッジを元の状態に取付け、ノブで固定

します。 

(８)カバーを装着し、クリップで固定します。 

 

８８．．点点火火ププララググのの点点検検・・交交換換ののししかかたた  

    
  
  
●●点点火火ププララググのの点点検検・・交交換換時時はは火火気気厳厳禁禁でですす。。守守らら

なないいとと、、引引火火しし爆爆発発ししててヤヤケケドドをを負負ううおおそそれれがが

あありりまますす。。  
●●ココネネククタターーにに直直結結ししたた点点火火ププララググのの発発火火試試験験はは

行行わわなないいででくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、引引火火しし爆爆発発

ししててヤヤケケドドをを負負ううおおそそれれががあありりまますす。。  

 
点火プラグは１００時間毎かシーズン毎のどち

らか早い時期に交換してください。又、電極の焼

付や磁器部分のひび割れがある場合は速やかに

交換してください。 

(1)エンジン停止後１５分以上待ちエンジンを冷却

します。 

(2)点火プラグコネクターを手前に引き外してくだ

さい。 

 

  危危険険  

〈〈燃燃料料フフィィルルタタのの交交換換方方法法〉〉  

(1)燃料コックを［OFF］（閉）位置にします。 

(2)燃料フィルタを取外します。 

注注意意：：燃料フィルタを洗浄して再利用するこ

とはできません。必ず新品に交換してく

ださい。 

(3)新しい燃料フィルタを取付けます。 

注注意意：ホースに傷をつけないでください。 

(4)燃料コックを［ON］（開）位置にします。 

 

〈〈燃燃料料タタンンクク水水抜抜ききののししかかたた〉〉  

(1)燃料タンク下部のドレンプラグより水および

燃料を抜きます。 

(2)水抜きが終わったらドレンプラグを元の状態

に戻して閉めます。 

  
７７．．エエアアククリリーーナナエエレレメメンントトのの掃掃除除・・交交換換ののしし

かかたた  

 

エアクリーナは吸入された空気に含まれてい

る砂塵を取り、シリンダ、ピストンリングの摩

耗を防ぎエンジンをいつも快調にする装置で

す。 

 

プレクリーナは２５時間毎に清掃してくださ

い。カートリッジは１００時間毎かシーズン毎

のどちらか早い時期に交換してください。ホコ

リの多い所で作業するときは、もう少し短い間

隔で清掃・交換してください。 

  

〈〈エエアアククリリーーナナエエレレメメンントトのの掃掃除除ののししかかたた〉〉  

(1)ボンネットを開けてください。 

(2)クリップを外し、カバーを取り外します。 
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バッテリカバーの点検口から、バッテリの上限と

下限のラインの間に液があるか調べます。不足し

ている槽があれば蒸留水を上限のラインまで補

給してください。 

 
 

[[取取扱扱いいのの注注意意]] 

●●ババッッテテリリ各各槽槽にに液液をを入入れれすすぎぎるるとと、、充充電電時時ににババッッ

テテリリ液液がが吹吹きき出出しし、、金金属属部部をを腐腐食食ささせせまますす。。  
●●急急速速充充電電はは避避けけててくくだだささいい。。  
●●ババッッテテリリをを交交換換すするるととききはは、、必必ずず取取扱扱いい説説明明書書のの

指指定定ししたた容容量量ののババッッテテリリをを使使用用ししててくくだだささいい。。  
●●環環境境保保全全とと資資源源ののリリササイイククルルののたためめ、、交交換換ししたた古古

いいババッッテテリリはは、、放放置置ししたたりり・・捨捨ててたたりりししなないいででくく

だだささいい。。必必ずず、、ババッッテテリリをを購購入入ししたた販販売売店店にに渡渡しし

ててくくだだささいい。。資資源源ととししててリリササイイククルルさされれまますす。。 

1100．．パパイイププ類類のの点点検検ににつついいてて  

  

  

  

●●燃燃料料パパイイププ、、油油圧圧ホホーーススななどどがが傷傷んんでで燃燃料料漏漏れれ

やや油油漏漏れれががなないいかか、、ままたた締締付付ババンンドドががゆゆるるんんでで

いいなないいかか調調べべててくくだだささいい。。傷傷んんででいいななくくててもも２２

年年毎毎にに交交換換ししててくくだだささいい。。  

 

 

11１１．．電電気気配配線線のの点点検検ににつついいてて  

  

  

  

●●配配線線ココーードドがが他他のの部部品品にに接接触触ししてていいなないいかか、、被被覆覆

ははががれれやや接接触触部部ののゆゆるるみみががなないいかかをを毎毎日日作作業業前前

にに点点検検ししててくくだだささいい。。  

●●ババッッテテリリやや配配線線にに付付着着ししてていいるる草草ややゴゴミミはは、、  

作作業業前前、、作作業業後後ににききれれいいにに取取りり除除いいててくくだだささいい。。

守守ららなないいとと、、シショョーートトししてて火火災災ををおおここすすおおそそれれがが

あありりまますす。。  

  

危危険険  

  警警告告  

(３)プラグ回しを点火プラグに差し込み、反時計

方向に回しプラグを取り外してください。 

(４)点火プラグに付着したカーボン（スス）をブ

ラシで落とし、有機溶剤で洗浄してください。 

注）点火プラグにはブラストクリーナーは使用し

ないでください。 

 

(５)スキマゲージを使用し、電極のスキマを調整

します。（スキマ；0.76ｍｍ） 

 
●純正品以外の使用は禁止です。プラグから発せ

られるノイズにより、機械が誤作動をするおそ

れがあります。 

(６)元の位置に点火プラグを取り付け、プラグ回

しで締め（締付トルク２０Ｎｍ）、点火プラグコ

ネクターを止まるまで差し込んでください。 

 

99．．ババッッテテリリのの点点検検ののししかかたた  

  
  
  
●●ババッッテテリリのの点点検検時時、、充充電電時時はは火火気気厳厳禁禁でですす。。守守

ららなないいとと、、引引火火しし爆爆発発ししててヤヤケケドドをを負負ううおおそそ

れれががあありりまますす。。  
●●ババッッテテリリ液液をを身身体体やや服服ににつつけけなないいよよううににししてて

くくだだささいい。。付付着着ししたたととききはは、、すすぐぐにに水水でで洗洗いい流流

ししててくくだだささいい。。守守ららなないいとと、、服服がが破破れれたたりり、、ヤヤ

ケケドドをを負負ううおおそそれれががあありりまますす。。 

●●ババッッテテリリのの取取りり付付けけはは、、（（＋＋））側側をを先先にに取取りり付付

けけててくくだだささいい。。取取りり外外すすととききはは、、（（－－））側側かからら

取取りり外外ししててくくだだささいい。。守守ららなないいととシショョーートトしし

ててヤヤケケドドをを負負ううおおそそれれががあありりまますす。。 

危危険険  

純純正正品品以以外外のの使使用用禁禁止止  
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1122．．ググリリススアアッッププ（（注注油油））ににつついいてて  

  

●●ググリリススアアッッププはは５５００時時間間毎毎にに点点検検ししてていいたただだ

ききまますすがが、、作作業業にに入入るる前前にに各各箇箇所所ののググリリススのの

点点検検をを行行なないい、、必必要要ななららばばググリリススアアッッププししてて

くくだだささいい。。  

  

グリスアップ後、余分なグリスは布等できれい

に拭き取ってください。 
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11３３．．ベベルルトトのの点点検検・・調調整整ににつついいてて  

  

  

  

  

●●必必ずずエエンンジジンンをを停停止止ししててくくだだささいい。。  

●●エエンンジジンンがが十十分分にに冷冷ええたた状状態態でで行行ななっっててくくだだ

ささいい。。守守ららなないいととヤヤケケドドをを負負ううおおそそれれががあありりまま

すす。。  

 

ベルトのたわみ、破損・損傷していないか調べ

てください。 

たわみが適正でないときはベルトの張りを調

節してください。調整してもベルトがスリップ

するようでしたら新しいベルトと交換してく

ださい。 

＜＜手手順順＞＞  

(1) クラッチを入りにします。 

 

(2) ボンネットを開け、ベルトの中間部を約 10N

（1kgf）の力で押して、ベルトのたわみが４

～5mm あるか、調べてください。たわみが

適正でないときはリールクラッチワイヤのナ

ットの位置を動かして張りを調節します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

11４４．．タタイイヤヤのの点点検検ににつついいてて  

  

①①タタイイヤヤのの点点検検  

前後輪のタイヤの空気が適正であるか調べま

す。外観から判断する目安は次の通りです。 

 

 

標標準準空空気気圧圧  

 タイヤサイズ 空気圧kPa（kgf/cm2） 

前輪 19×10.5-8 78（0.8） 

後輪 18×9.5-8 78（0.8） 

タイヤの損傷や亀裂がないか点検してください。 

  

②②車車輪輪のの取取付付ボボルルトトのの点点検検  

各車輪の取付ボルトのゆるみを確認してくださ

い。ゆるみがあるときは下表に従い、増締めしてく

ださい。 

車輪 締付トルク Nm（kgf・cm） 

前車輪 50±5.9N・m（510±60kgf・cm） 

後車輪 50±5.9N・m（510±60kgf・cm） 

  

 

 

  

  警警告告  
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11６６．．ＨＨＳＳＴＴ中中立立調調整整ににつついいてて  

  

  

  

●●作作業業中中はは回回転転物物にに巻巻きき込込ままれれなないいよよううにに注注意意

ししててくくだだささいい。。  

 

走行ペダルから足を離しても本機が動いてしま

うときはＨＳＴの中立を調整してください。 

 

(1) ボンネットを外します。 

(2) ジャッキ等で前輪を浮かした状態にします。 

両輪とも浮かせてください。 

モアが邪魔な場合は外します。 

(3) 駐車ブレーキを解除します。 

(4) エンジンをかけます。 

(5) 固定ボルトをゆるめ、調整ボス（対辺寸法

30mm）を回し中立を調整します。 

  

(7)中立が出たところ（タイヤが回らないところ）

で調整ボスが回らないようにスパナ等で押さ

えながらボルトを締め固定してください。 

(8)走行ペダルを踏んでみて、足を離したときに

前輪が回らないか確認します。回ってしまう場

合は再調整します。 

(9)エンジン回転を上げて同様に確認します。 

(10)エンジンを停止し、ジャッキを外したらボン

ネット等を元の状態に戻します。 

 

 

１１55．．ブブレレーーキキのの点点検検・・調調整整ににつついいてて  

  

  

  

●●ブブレレーーキキのの効効ききがが悪悪かかっったたりり、、片片効効ききににななっっ

てていいなないいかか点点検検ししててくくだだささいい。。守守ららなないいとと事事

故故をを起起ここすすおおそそれれががあありりまますす。。  

 

ブレーキペダルを踏み込んで、規定の遊び量（ペ

ダル面にて 1５～20mm）と左右が同時に効く

かを調べてください。規定の遊び量でない場合

は、ブレーキペダルの遊び量になるようにブレー

キロッドの長さを調節して下さい。 

また、ブレーキペダルをいっぱいに踏み込んだと

き、駐車ブレーキが確実にかかることを確認して

ください。 

 

 

 

 

 

  警警告告    注注意意  
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［［重重要要］］  

規定容量のヒューズと交換してもすぐ切れてし

まう場合は、お買い上げいただいた販売店、 

または弊社営業所にお問い合わせください。 

 

［［参参考考］］  

スローブローヒューズはヒューズの一種で万一

配線回路（常時通電している回路）へ過大電流が

流れた場合、溶断して電流を遮断します。 

溶断したらお買い上げいただいた販売店、また

は弊社営業所にお問い合わせください。 

  

11９９．．アアククセセルルワワイイヤヤーーのの調調整整  

  

アクセルワイヤーはエンジンの最高回転数が出

るように調整してください。 

（参考） 

エンジン最高回転数；無負荷 3,300±100rpm 

 

(1) アクセルレバーを高速回転側いっぱいまで

動かします。 

 

(2) エンジン側のワイヤー固定ボルトを一旦ゆ

るめて、ワイヤーを矢印方向にいっぱいまで

引っ張った状態でボルトを締め付けます。 

11７７．．エエンンジジンン回回りりのの掃掃除除ににつついいてて  

  

●ＶＶベベルルトト回回りりややエエンンジジンン回回りりにに推推積積ししたた芝芝草草

ななどどはは、、すすみみややかかにに取取りり除除いいててくくだだささいい。。守守ららなな

いいとと火火災災をを起起ここすすおおそそれれががあありりまますす。。 

  
1188．．ヒヒュューーズズのの点点検検・・交交換換ににつついいてて  

  
●●ヒヒュューーズズ及及びびススロローーブブロローーヒヒュューーズズはは、、必必ずず

規規定定容容量量（（アアンンペペアア））ののももののをを使使用用ししててくくだだささ

いい。。守守ららなないいとと、、火火災災ににつつななががるるおおそそれれががあありりまま

すす。。  
  
ヒューズボックスのフタを外して、ヒューズを点

検してください。 
またエンジンを停止してスローブローヒューズ

を点検してください。切れていれば規定容量のも

のと交換してください。 

 

 
① 刈取りスイッチ、ラッピングスイッチ 
② ライトスイッチ 
③ メーター類、エンジン、ブレーキスイッチ 
④ 外部電源 
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２２１１．．ブブレレーーキキセセーーフフテティィススイイッッチチのの調調整整  

  

本機には安全の為、ブレーキをかけた状態でない

とエンジンのセルモーターが回らないようにセー

フティスイッチが装備されております。 

ブレーキをかけてもセルモーターが回らない時は

スイッチの位置調整を行ってください。 

スイッチは左前輪の内側にあります。 

 

＜＜ススイイッッチチのの調調整整＞＞  

(1) スイッチのブラケットを固定しているボルト

をゆるめて前後に動かします。 

(2) 駐車ブレーキがかかっている時にキースイッ

チを回すとセルモーターが回り、駐車ブレーキ

が解除されている時はセルモーターが回らな

い位置を探してブラケットを固定します。 

●近接スイッチは相手側の磁石に反応します。 

相手側の磁石は下図の向きに付いています。 

 

２２００．．ココンントトロローーララーーのの初初期期設設定定  

 

回転刃の回転・停止はコントローラーにより制御

されています。センサー、コントローラーなど交

換した場合は以下の手順で初期設定をしてくだ

さい。 

 

(1) 平らな場所にてモアを最最上上位置まで上げる。 

(2) エンジンを停止する。 

(3) ①作業昇降レバーを下降側、②刈取りボタ

ン、③ラッピングボタンを同時に押しながら

キースイッチを「ＯＮ」にする。 

(4) 上記①～③から手をはなす。 

(5) 刈取りボタンが点灯する。 

刈取りボタンが点滅する場合は、センサーを

固定しているスクリュ、又はセンサーブラケ

ットを固定しているボルトをゆるめて、刈取

りボタンが点灯するように位置を調整しま

す。 

(6) 点灯状態になったら、刈取りボタンを押し続

け、ラッピングボタンが点灯したら手を離し

ます。 

(7) キースイッチを「ＯＦＦ」にします。 
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●●ももしし機機械械のの調調子子がが悪悪いいととききはは、、表表をを参参考考ににしし、、必必ずずエエンンジジンンをを止止めめててかからら診診断断ししててくくだだささいい。。  

11．．エエンンジジンン関関係係  

状状      況況  点点  検検  箇箇  所所  処処      置置  

キキーーススイイッッチチをを回回ししててもも

ススタターータタがが回回ららなないい。。  

セセーーフフテティィススイイッッチチがが効効いいてていいまま

せせんんかか。。  

ブブレレーーキキペペダダルルをを踏踏みみ込込むむかかパパーーキキンンググブブレレ

ーーキキををかかけけたた状状態態ででキキーーススイイッッチチをを回回ししててくく

だだささいい。。又又ははススイイッッチチのの位位置置をを調調整整ししててくくだだ

ささいい。。  

ババッッテテリリ液液はは規規定定量量入入っってていいまますす

かかままたたはは、、放放電電ししてていいまませせんんかか。。  

ババッッテテリリ液液をを規規定定量量補補給給しし、、満満充充電電ししててくくだだ

ささいい。。  

ババッッテテリリ端端子子部部ががゆゆるるんんででいいたたりり、、

腐腐食食ししたたりりししてていいまませせんんかか。。  

端端子子部部をを清清掃掃しし確確実実にに締締めめ付付けけてて、、ググリリススをを

塗塗布布ししてて防防錆錆ししててくくだだささいい。。  

キキーーススイイッッチチがが故故障障ししてていいまませせんん

かか。。  

ササーービビスス工工場場でで修修理理ままたたはは交交換換ししててくくだだささ

いい。。  

セセルルモモーータタがが故故障障ししてていいまませせんんかか。。  ササーービビスス工工場場でで修修理理ままたたはは交交換換ししててくくだだささ

いい。。  

  ススロローーブブロローーヒヒュューーズズがが切切れれてていい

まませせんんかか。。  

ササーービビスス工工場場でで修修理理ままたたはは交交換換ししててくくだだささ

いい。。  

ススタターータタはは回回るるががエエンンジジ

ンンがが始始動動ししなないい。。  

燃燃料料タタンンククにに燃燃料料がが入入っってていいまますす

かか。。  

ガガソソリリンンをを補補給給ししててくくだだささいい。。  

燃燃料料フフィィルルタタがが目目詰詰ままりりししてていいまま

せせんんかか。。  

洗洗浄浄ままたたはは交交換換ししててくくだだささいい。。  

燃燃料料ココッッククがが（（閉閉））位位置置ににななっってていい

まませせんんかか。。  

燃燃料料ココッッククをを（（開開））位位置置ににししててくくだだささいい。。  

燃燃料料カカッットトソソレレノノイイドドはは動動いいてていい

まますすかか。。  

電電気気配配線線をを確確認認ししまますす。。  

修修理理ままたたはは交交換換ししててくくだだささいい。。  

点点火火ププララググかからら強強いい火火花花がが出出てていい

まますすかか。。  

点点火火ププララググをを清清掃掃ままたたはは交交換換ししまますす。。  

電電極極間間隔隔をを 00..7766mmmm にに調調整整ししまますす。。  

電電気気はは通通電電ししてていいまますすかか。。  電電気気配配線線をを確確認認ししまますす。。  

エエンンジジンンがが不不規規則則にに回回転転

すするる。。  

燃燃料料フフィィルルタタがが目目詰詰ままりりししてていいまま

せせんんかか。。  

洗洗浄浄ままたたはは交交換換ししててくくだだささいい。。  

燃燃料料にに水水がが混混入入ししてていいまませせんんかか。。  水水をを抜抜きき、、新新ししいい燃燃料料とと交交換換ししててくくだだささいい。。  

エエアアーーククリリーーナナーーがが目目詰詰ままりりししてて

いいまませせんんかか。。  

エエアアーーククリリーーナナーーをを点点検検、、清清掃掃、、交交換換ししててくく

だだささいい。。  

キキャャブブレレタターーのの調調整整はは適適切切でですすかか。。  ササーービビスス工工場場でで修修理理ままたたはは交交換換ししててくくだだささ

いい。。  

注注））キキャャブブレレタターー交交換換後後はは必必ずず回回転転数数及及びびガガ

ババナナ調調整整がが必必要要でですす。。  

ガガババナナのの調調整整はは適適切切でですすかか。。  ササーービビスス工工場場でで修修理理ままたたはは交交換換ししててくくだだささ

いい。。  

  
警警告告  
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状状      況況  点点  検検  箇箇  所所  処処      置置  

エエンンジジンンがが不不規規則則にに回回

転転すするる。。  

ガガババナナののススププリリンンググはは適適切切でですす

かか。。  

標標準準品品にに交交換換ししててくくだだささいい。。  

チチョョーーククがが閉閉じじてていいまませせんんかか。。  チチョョーーククをを開開いいててくくだだささいい。。ワワイイヤヤーーがが変変

形形ししてていいなないいかか、、固固定定位位置置はは適適切切かか確確認認しし

ててくくだだささいい。。  

エエンンジジンンのの回回転転がが上上がが

ららなないい  

エエアアーーククリリーーナナーーがが目目詰詰ままりりしし

てていいまませせんんかか。。  

エエアアーーククリリーーナナーーをを清清掃掃ままたたはは交交換換ししててくく

だだささいい。。  

アアククセセルルワワイイヤヤーーがが適適切切にに動動作作

ししてていいまますすかか。。  

ワワイイヤヤーーのの調調整整ままたたはは交交換換ししててくくだだささいい。。  

チチョョーーククがが閉閉じじてていいまませせんんかか。。  チチョョーーククをを開開いいててくくだだささいい。。ワワイイヤヤーーがが変変

形形ししてていいなないいかか、、固固定定位位置置はは適適切切かか確確認認しし

ててくくだだささいい。。  

排排気気にに圧圧力力ががかかかかっってていいまませせんん

かか。。  

排排気気口口、、ママフフララーーをを清清掃掃ししててくくだだささいい。。  

燃燃料料フフィィルルタタがが目目詰詰ままりりししてていい

まませせんんかか。。  

洗洗浄浄ままたたはは交交換換ししててくくだだささいい。。  

点点火火ププララググかからら強強いい火火花花がが出出てて

いいまますすかか。。  

点点火火ププララググをを清清掃掃、、ままたたはは交交換換ししまますす。。  

電電極極間間隔隔をを 00..7766mmmm にに調調整整ししまますす。。  

エエンンジジンンがが過過熱熱ししてていいまませせんんかか。。  

性性能能をを超超ええたた作作業業ををししてていいまませせ

んんかか。。  

適適切切なな作作業業量量にに減減ららししててくくだだささいい。。  

過過負負荷荷のの原原因因をを取取りり除除いいててくくだだささいい。。（（刃刃合合

わわせせががキキツツイイ、、ゴゴミミ詰詰ままりり等等））  

  ガガババナナののススププリリンンググはは適適切切でですす

かか。。  

標標準準品品にに交交換換ししててくくだだささいい。。  

燃燃料料消消費費がが多多いい  

（（黒黒煙煙ががででるる））  

エエアアーーククリリーーナナーーがが目目詰詰ままりりしし

てていいまませせんんかか。。  

エエアアーーククリリーーナナーーをを点点検検、、清清掃掃、、交交換換ししてて

くくだだささいい。。  

燃燃料料にに不不純純物物のの混混入入やや劣劣化化ははああ

りりまませせんんかか。。  

新新ししいいききれれいいなな燃燃料料にに交交換換ししててくくだだささいい。。  

燃燃料料消消費費がが多多いい  

（（白白煙煙ががででるる））  

エエンンジジンンオオイイルルのの量量がが多多くくあありり

まませせんんかか。。  

オオイイルルをを規規定定量量ににししててくくだだささいい。。  

ススタターータターーモモーータタがが回回

りりっっぱぱななししににななるる  

ママググネネッットトススイイッッチチがが故故障障ししてて

いいまませせんんかか。。  

ババッッテテリリのの（（--））ケケーーブブルルをを外外ししたた後後、、ススイイ

ッッチチをを交交換換ししててくくだだささいい。。  

エエンンジジンンがが止止ままららなないい  アアーーススのの状状態態がが悪悪くくあありりまませせんん

かか  

アアーースス線線をを確確実実にに本本体体にに締締めめ付付けけててくくだだささ

いい  

  

２２．．ブブレレーーキキ関関係係  

状状      況況  点点  検検  箇箇  所所  処処      置置  

ブブレレーーキキのの効効ききがが悪悪いい、、

ままたたはは片片効効ききすするる。。  

ブブレレーーキキのの遊遊びび量量はは適適正正でですすかか。。  ペペダダルルのの遊遊びび量量をを調調整整ししててくくだだささいい。。  

ブブレレーーキキドドララムム内内ににオオイイルルがが付付着着

ししてていいまませせんんかか。。  

清清掃掃ししててくくだだささいい。。  

油油圧圧モモーータタのの点点検検、、シシーールル交交換換ををししててくくだだ

ささいい。。  

ブブレレーーキキペペダダルルのの戻戻りりがが

悪悪いい、、ままたたブブレレーーキキがが鳴鳴

くく。。  

ブブレレーーキキ戻戻ししススププリリンンググがが破破損損しし

てていいまませせんんかか。。  

ススププリリンンググをを交交換換ししててくくだだささいい。。  

各各摺摺動動部部ののググリリススがが切切れれてていいまませせ

んんかか。。  

ササビビをを落落ととししググリリススアアッッププををししててくくだだささ

いい。。  

  



7744  

  

1100 章章  不不調調診診断断ののししかかたた  

  

33．．油油圧圧関関係係  

状状      況況  点点  検検  箇箇  所所  処処      置置  

作作業業機機がが上上ががららなないい。。  ＨＨＳＳＴＴオオイイルルがが不不足足ししてていいまませせんん

かか。。  

規規定定量量ままでで補補給給ししててくくだだささいい。。  

吸吸入入パパイイププ系系統統かかららエエアアのの吸吸いい込込

みみははあありりまませせんんかか。。  

オオイイルルフフィィルルタタやや取取付付けけ部部ななどどをを増増しし締締

めめしし、、パパイイププにに亀亀裂裂がが発発生生ししてていいたたりり、、

OO--リリンンググがが破破損損ししてていいれればば交交換換ししててくくだだ

ささいい。。  

オオイイルルフフィィルルタタがが目目詰詰ままりりししてていい

まませせんんかか。。  

オオイイルルフフィィルルタタをを交交換換ししててくくだだささいい。。  

油油圧圧ポポンンププがが故故障障ししてていいまませせんん

かか。。  

ササーービビスス工工場場でで修修理理ししててくくだだささいい。。  

ココンントトロローールルババルルブブににゴゴミミががかかんん

ででいいまませせんんかか。。  

ササーービビスス工工場場でで修修理理ししててくくだだささいい。。  

ままたたはは OO--リリンンググはは破破損損ししてていいまま

せせんんかか。。  

シシリリンンダダがが破破損損ししてていいまませせんんかか。。  ササーービビスス工工場場でで修修理理ししててくくだだささいい。。  

昇昇降降レレババーーがが故故障障ししてていいまませせんん

かか。。  

昇昇降降レレババーーをを交交換換ししててくくだだささいい。。  

リリリリーーフフババルルブブはは正正常常にに動動作作ししてて

いいまますすかか。。  

ササーービビスス工工場場でで修修理理ししててくくだだささいい。。  

作作業業機機がが下下ががららなないい  ココンントトロローールルババルルブブににゴゴミミがが詰詰まま

っってていいまませせんんかか。。  

ササーービビスス工工場場でで修修理理ししててくくだだささいい。。  

ココンントトロローールルババルルブブはは正正ししくく動動作作

ししてていいまますすかか。。  

ササーービビスス工工場場でで修修理理ししててくくだだささいい。。  

作作業業機機がが勝勝手手にに下下ががっってて

ししままうう  

チチェェッッククババルルブブににゴゴミミがが詰詰ままっってて

いいまませせんんかか。。  

ササーービビスス工工場場でで修修理理ししててくくだだささいい。。  

  

44．．電電装装関関係係  

状状      況況  点点  検検  箇箇  所所  処処      置置  

アアワワメメーータターーがが動動作作ししなな

いい。。  

配配線線のの接接続続がが悪悪くくあありりまませせんんかか  点点検検しし、、確確実実にに接接続続ししててくくだだささいい  

メメーータターーがが故故障障ししてていいまませせんんかか  メメーータターーをを交交換換ししててくくだだささいい  

  

５５．．作作業業機機関関係係  

状状      況況  点点  検検  箇箇  所所  処処      置置  

回回転転刃刃がが回回転転ししなないい。。  ＶＶベベルルトトがが伸伸びびてていいまませせんんかか。。  ＶＶベベルルトトのの調調整整ままたたはは交交換換ししててくくだだささいい。。  

刃刃合合わわせせががききつつすすぎぎまませせんんかか。。  刃刃合合わわせせをを調調整整ししててくくだだささいい。。  

ユユニニッットト内内にに芝芝・・草草・・ゴゴミミがが詰詰まま

っってていいまませせんんかか。。  

芝芝・・草草・・ゴゴミミをを取取りり除除いいててくくだだささいい。。  

ララッッピピンンググババルルブブがが開開いいてていいまませせ

んんかか。。  

ララッッピピンンググババルルブブをを閉閉じじててくくだだささいい。。  

  
セセンンササーーがが故故障障ししてていいまませせんんかか。。  点点検検、、交交換換ししててくくだだささいい。。  

昇昇降降レレババーーがが故故障障ししてていいまませせんん

かか。。  

点点検検、、交交換換ししててくくだだささいい。。  
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刈刈高高ささがが合合わわなないい。。  フフロロンントト・・リリヤヤロローーララがが変変形形ままたた

はは破破損損ししてていいまませせんんかか。。  

ロローーララのの交交換換、、ままたたははベベアアリリンンググ等等をを交交換換

ししててくくだだささいい。。  

  回回転転刃刃・・下下刃刃がが他他ののモモアアよよりり著著しし

くく摩摩耗耗ししてていいまませせんんかか。。  

回回転転刃刃・・下下刃刃をを交交換換ししててくくだだささいい。。  

  回回転転刃刃とと後後ロローーララーーのの平平行行ががずずれれ

てていいまませせんんかか。。  

定定盤盤のの上上でで平平行行をを確確認認ししててくくだだささいい。。  

  リリフフトトアアーームム吊吊りり上上げげススププリリンンググ

はは正正常常にに張張らられれてていいまますすかか。。  

ススププリリンンググのの張張りりをを調調整整ししててくくだだささいい。。  

ききれれいいにに刈刈れれなないい。。  回回転転刃刃・・下下刃刃がが摩摩耗耗・・破破損損ししてていい

まませせんんかか。。  

研研磨磨、、ままたたはは交交換換ししててくくだだささいい。。  

フフロロンントト・・リリヤヤロローーララのの位位置置はは合合

っってていいまますすかか。。  

ロローーララのの高高ささ調調整整ををししててくくだだささいい。。  

  ベベアアリリンンググはは正正常常でですすかか。。  点点検検、、交交換換ををししててくくだだささいい。。  
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11．．主主なな消消耗耗部部品品  

 

エエンンジジンン部部品品  

部品コード 名称 個数/台 備考 

Ｔ０７２００５３０ カートリッジ：６９２５１９ 1 エアクリーナ 

Ｔ０７２０００７０ プレクリーナー：６９２５２０ 1 エアクリーナ 

Ａ１０９２０６２８ オイルフィルタ：８４２９２１ 1 エンジンオイル 

Ａ１０９２１４４３ 燃料フィルタ：８４５１２５ 1 燃料 

Ａ１０９２０７６５ スパークプラグ：７９２０１５ 2 XC92YC（ＣＨＡＭＰION） 

Ａ１０９２１４９２ ソレノイド：８４５６５４ 1 燃料カット 

Ａ１０９２１５３４ スターターモータ：８４６４５１ 1   

Ａ１０９２１５５５ ガバナスプリング：６９２０７１ １ 3,300rpm 用 

 

油油圧圧関関係係  

部品コード 名称 個数/台 備考 

Ａ５２３６００２０ サクションストレーナ 3 オイルタンク内 

Ａ４０６２００２０ オイルフィルタ；ＨＳＴ 1 灰色 

３４０５００７８０ オイルフィルタ；リール 1 黄色 

Ａ２１８９０００２ シバウラＨＳＴオイル 1 20L 缶 

Ａ９８６６０２５０ Ｖベルト ２ Ｗ８００ ＳＢ３９ 

 

電電装装品品関関係係  

部品コード 名称 個数/台 備考 

３８５４１０４００ ヒューズ；スローブロー３０Ａ １ 
 

３８５４１０２８０ ヒューズ：１０Ａ ３ ミニヒューズ 

３８５４１０３００ ヒューズ：２０Ａ 1 ミニヒューズ 

３８５６２０６６０ ダイオード；３Ａ 1 
 

３８５６２０６５０ ダイオード；１．５Ａ 1   

３８５２０１７９０ スイッチＡＳＳＹ ２ 刈取り、ラッピングボタン 

３８５１２０７３０ バルブ；１．４Ｗ ２ 刈取り、ラッピングボタン 

３８５２０２０００ スイッチＡＳＳＹ 1 昇降レバー 

３８５８８０３００ センサＡＳＳＹ １ リフト角 

Ａ４６６０００５１ コントローラー １  

Ａ４６２００３３０ 近接スイッチＡＳＳＹ １ ブレーキセーフティー 
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モモアア関関係係  

部品コード 名称 個数/台 備考 

Ａ７０１５１４００ カイテンバ（11） 3 
 

Ａ７０１５１４２０ カイテンバ（９） 3 
 

Ａ７０１５１３６０ カイテンバ（７） 3 
 

Ａ７０４３０５７０ シタバ；３．５ハイス 3 
 

Ａ７０４３０５８０ シタバ；４．５ハイス 3  

Ａ９９４８００３０ サラビス 39  

０４２５３２０７８ テーパローラベアリング 6  

０５０２０９１４１ オイルシール ６ トリプルリップ 

  

２２．．標標準準付付属属品品  

部品コード 名称 個数/台 備考 

Ａ９５６８００４０ ツールバッグ 1 
 

Ａ９５５２００１０ 刃合わせ工具 1 
 

Ａ９５５１００６０ 刈り高ゲージ 1 
 

Ａ００８１０９１０ 取扱説明書 1 
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３３．．仕仕様様  

  
  

  

  

単位 MG70Z MG70Z-T

mm

mm

mm

mm

輪距 前輪 mm

mm

19X10.5-8 2PR 18x8.5-8 5PR

18x9.5-8 4PR 18x8.5-8 5PR

cc

KW(HP)/rpm

前進 km/h

後進 km/h

kg

Ｌ

Ｌ

Ｌ

mm

mm

mm

mm

枚 9 , 11 7

m2/h

回転刃　幅

　　　　径

刈高範囲

刃数

制動装置

舵取り装置

本体質量

燃料タンク

油圧タンク

全刈幅

前輪サイズ

後輪サイズ

型式名

排気量

出力

標準装備

7320（走行速度6km/h、効率0.8のとき）作業能力

エンジンオイル

全長

全幅

全高

軸距

最低地上高

23

1.6

40B19R

1525

557

φ123

120

バンガード386447（ガソリン）

627

17.2(23)/3600

HST油圧無段変速

乾式内拡式

車
体

速度

モデル

2120

1840

1370

1285

1050

3～30

458

20

全油圧パワーステアリング

0～14

0～6

走行駆動方式

バッテリ

リ
ー

ル
モ
ア

バケット

容
　

量

車
輪

エ
ン

ジ
ン

機
体

寸
法
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44．．配配線線図図  
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55．．締締付付トトルルクク一一覧覧  

[[ボボルルトト・・ナナッットト]]  

ネジ 

寸法 

 並  目 細  目 

強度 

区分 

ネジ 

ピッチ 

締付トルク 

(Nm) 

締付トルク 

(kgf・cm) 

ネジ 

ピッチ 

締付トルク 

(Nm) 

締付トルク 

(kgf・cm) 

M4 

4T, 4.8 

0.7 

1.5～2.1 15～21 

 

 

 7T, 8T, 8.8 2.6～3.6 27～37 

10T, 10.9 3.5～4.9 36～50 

M5 

4T, 4.8 

0.8 

2.8～4.0 29～41 

 

 

 7T, 8T, 8.8 4.9～6.9 50～70 

10T, 10.9 6.7～9.3 68～96 

M6 

4T, 4.8 

1 

4.9～6.9 50～70 

 

 

 7T, 8T, 8.8 8.3～11.3 85～115 

10T, 10.9 11.7～15.7 120～160 

M8 

4T, 4.8 

1.25 

12.7～16.7 130～170 

1 

15.2～20.2 155～205 

7T, 8T, 8.8 22.6～28.4 230～290 26.5～34.3 270～350 

10T, 10.9 28.5～36.3 290～370 30.4～40.2 310～410 

M10 

4T, 4.8 

1.5 

25.5～33.3 260～340 

1.25 

28.5～36.3 290～370 

7T, 8T, 8.8 44.1～55.9 450～570 49.0～62.8 500～640 

10T, 10.9 54.0～69.6 550～710 57.9～73.5 590～750 

M12 

4T, 4.8 

1.75 

37.3～47.1 380～480 

1.25 

43.1～54.9 440～560 

7T, 8T, 8.8 65.7～83.3 670～850 74.5～94.1 760～960 

10T, 10.9 92.0～116.0 940～1180 99.0～127.0 1010～1290 

M14 

4T, 4.8 

2 

62.8～80.4 670～850 

1.5 

69.7～87.3 710～890 

7T, 8T, 8.8 104.0～132.0 1060～1340 116.0～148.0 1190～1510 

10T, 10.9 139.0～175.0 1420～1780 149.0～185.0 1520～1880 

M16 

4T, 4.8 

2 

86.1～110.1 880～1120 

1.5 

91.0～115.0 930～1170 

7T, 8T, 8.8 149.0～185.0 1520～1880 157.0～193.0 1600～1960 

10T, 10.9 205.0～255.0 2100～2600 220.0～270.0 2250～2750 

M18 

4T, 4.8 

2.0 

113.0～141.0 1160～1440 

1.5 

131.0～163.0 1340～1660 

7T, 8T, 8.8 196.0～236.0 2000～2400 230.0～280.0 2350～2850 

10T, 10.9 275.0～333.0 2800～3400 299.0～367.0 3050～3750 

M20 

4T, 4.8 

2.5 

144.0～180.0 1470～1830 

1.5 

171.0～211.0 1750～2150 

7T, 8T, 8.8 240.0～290.0 2450～2950 275.0～333.0 2800～3400 

10T, 10.9 363.0～441.0 3700～4500 397.0～485.0 4050～4950 

  

〔〔注注意意〕〕●●  強強度度区区分分ははボボルルトトヘヘッッドドママーーククをを参参照照ししててくくだだささいい。。  
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［［油油圧圧ホホーースス・・油油圧圧パパイイププ・・アアダダププタタ］］  

  

・・ＪＪＩＩＳＳ  ＯＯリリンンググボボスス用用アアダダププタタおおよよびび油油圧圧配配管管ユユニニオオンンナナッットト  

Ｇ 1/4  3/8  1/2  3/4  1  

締付 

トルク 

Ｎ・ｍ 25.0 34.0 64.0 134.0 196.0 

kgf・cm 254.9 346.7 652.6 1366.4 1998.6 

六角対辺幅 HEX19 HEX22 HEX27 HEX36 HEX41 

  

・・ＳＳＡＡＥＥ  ＯＯリリンンググボボスス用用アアダダププタタおおよよびび油油圧圧配配管管ユユニニオオンンナナッットト  

ＵＮＦ 7/16-20 9/16-18 3/4-16 7/8-14 1・1/16-12 1・5/16-12 

締付 

トルク 

Ｎ・ｍ 25.0 39.0 49.0 69.0 118.0 137.0 

kgf・cm 254.9 397.7 499.7 703.6 1203.3 1397.0 

六角対辺幅 HEX19 HEX22 HEX27 HEX27 HEX36 HEX41 

 

・・管管用用テテーーパパネネジジ油油圧圧アアダダププタタ  

Ｒ 1/8 1/4 3/8 1/2 3/4 1 

締付 

トルク 

Ｎ・ｍ 15.0 30.0 50.0 70.0 140.0 190.0 

kgf・cm 153.0 305.9 509.9 713.8 1427.6 1937.5 
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！
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